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住んでよし  訪ねてよし  ふれあいあふれるまち  ひおき

平成31年度 当初予算
一般会計総額  249億5,900万円

特別会計総額  133億3,019万円

　平成31年度は「日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間の最終年度にあたります。このことから、
予算編成においては、目標の達成に向け計画の進捗状況の検証および分析を行い、その検証結果などを踏ま
え、本市の喫緊の課題である「人口減少問題の克服」と「地方創生」につながる施策・事業を確実に実行すると
ともに、引き続き「第２次日置市総合計画」に掲げる将来都市像「住んでよし 訪ねてよし ふれあいあふれるまち 
ひおき」の実現に向けた取り組みを着実に進めることを基本としました。その上で、市民サービスの維持・向上
等を図りつつ、安定的で持続可能な財政運営も考慮し、緊急性や重要性のある施策・事業等を選択し予算を編
成した結果、平成31年度の一般会計当初予算額は249億5,900万円となりました。これは、前年度と比較する
と１億200万円の減少となります。また、特別会計については、介護保険特別会計において、低所得者の第１号
保険料軽減強化の影響に伴う増加などから、全体で133億3,019万円となっています。

会計内訳

平成31年度
（A）区 　分

24,959,000 99.6
13,330,190 102.1
5,981,393 101.6
583,229 107.8
37,106 101.9
194,335 97.1
139,027 103.9
4,932 100.0

5,711,684 102.4
678,484 99.9

38,289,190 100.4

前年度比

25,061,000
13,062,072
5,886,814
540,852

（B）

36,421
200,196
133,760
4,932

5,579,617
679,480

38,123,072

平成30年度

△102,000
268,118
94,579

(A)－（B） (A)/（B）

42,377
685

△5,861
5,267

0
132,067
△996

166,118

比較

水道事業会計

※金額などについては、表示単位未満を端数調整しています。

収 益 的 収 入

収 益 的 支出

資 本 的 収 入

資 本 的 支出

一般会計・特別会計 （単位：千円、％）

（単位：千円、％）公営企業会計

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

健 康 交 流 館 事 業 特 別 会 計

温 泉 給 湯 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

合 　  計

868,144
861,594

102.0

194,000
103.2

506,620
118.8
115.4

850,804
834,764
163,327
438,968

17,340
26,830
30,673
67,652

区 　分
平成31年度
（A）

前年度比
（B）

平成30年度
(A)－（B） (A)/（B）

比較

歳入
  一般会計の歳入は、市税のほか、基金からの繰入金や地方交
付税、市債など、さまざまなものがあります。その中で、地方自
治体が国や県に依存しないで自主的に収入できるかどうかで

「自主財源」と「依存財源」に分類することができます。
　自主財源には、市税や使用料及び手数料などが、依存財源に
は、地方交付税や国庫支出金、市債などがあります。自主財源が
多いほど、自主的な財政運営ができることになりますが、本市
は自主財源比率が低い財政構造となっています。

歳出
　一般会計の歳出は、人件費や扶助費、普通建設事業費など経費の性質ごとに分類した「性質別歳出」と、民生費
や消防費、教育費など行政目的ごとの事業費を積み上げた「目的別歳出」の２つの視点から見ることができます。

歳入総額
249億5,900万円

市税
4,631,636千円
18.6％

繰入金
1,849,519千円

7.4％

その他
1,537,656千円

6.2％

地方交付税
7,800,000千円
31.3％

市債
2,173,800千円

8.7％

国庫支出金
3,552,771千円
14.2％

県支出金
2,151,133千円

8.6％

地方消費税交付金
873,000千円
3.5％

その他
389,485千円
1.6％

自主財源
8,018,811千円
32.1％

依存財源
16,940,189千円

67.9％

歳入の状況

歳出の性質別状況

歳出総額
249億5,900万円

その他の経費
8,376,120千円
33.6％

人件費
4,561,472千円
18.3％

義務的経費
13,914,068千円

55.7％

投資的経費
2,668,812千円
10.7％

扶助費
6,291,647千円
25.2％

公債費
3,060,949千円
12.3％

普通建設事業費
2,633,058千円
10.5％

災害復旧事業費
35,754千円
0.1％

物件費
2,961,802千円
11.9％

補助費等
2,802,302千円
11.2％

積立費
716,163千円
2.9％

繰出金
1,734,901千円

7.0％

その他
160,952千円
0.6％

歳出の目的別状況

歳出総額
249億5,900万円

民生費
7,945,012千円
31.8％

総務費
3,955,796千円
15.8％衛生費

3,457,087千円
13.9％

公債費
3,060,949千円
12.3％

教育費
2,447,005千円

9.8％

土木費
1,255,129千円

5.0％

消防費
1,211,100千円

4.9％

農林水産業費
1,150,702千円

4.6％

商工費
215,864千円
0.9％

議会費
196,552千円
0.8％

災害復旧費等
63,804千円
0.3％

詳 細

市税
市民税や固定資産税など市に納められる税金

繰入金
基金や特別会計などから繰り入れるお金

地方交付税
地方公共団体が一定の行政サービスを提供することができるよう
一定の基準により国が交付するお金

使用料及び手数料
公営住宅の家賃や住民票などの発行のために納められたお金

市債
公共事業などの財源として、国や銀行などから借りるお金

国庫・県支出金
特定の事業に対して、国や県から交付されるお金
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平成31年度予算を市民一人当たりに換算すると約51万2千円

公債費(借金)・積立基金(貯金)の推移
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(単位:百万円) 平成25～29年度決算額、平成30年度見込額
平成31年度当初予算額

平成25～29年度決算額、平成30年度見込額
平成31年度当初予算額

(単位:百万円)

公債費の推移グラフ（普通会計） 積立基金の推移グラフ（普通会計）

市債残高 元利償還額 発行額 積立基金残高 うち財政調整基金 うち施設整備基金

※平成31年度一般会計の当初予算を平成31年１月１日現在の人口(４万8,711人）で市民一人当たりに換算しています。

※公債費のグラフについて、平成30年度は国の補正予算の関係もあり、小・中学校空調設備整備事業などの大規模事業が重なったこと、
また、翌年度への繰越額についてまだ決定していないことなどから、発行額が増えています。

民生費
163,105円 81,210円 70,971円 62,839円 50,235円

総務費 衛生費 公債費 教育費

消防費 農林水産業費 商工費 議会費

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

土木費
25,767円 24,863円 23,623円 4,432円 4,035円

平成25年度から平成29年度までの決算額、平成30年度見込額、平成31年度当初予算額のそれぞれを表してあります。
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2,1472,147

29,30229,302 29,28229,282 29,73329,733 30,01630,016 29,96029,960 31,86331,863 31,23031,230

3,7743,774
3,4693,469

3,2283,228
3,0593,059 2,9832,983 2,9902,990 3,0223,022

3,3373,337
3,0673,067

3,0503,050

2,6742,674

4,6734,673

2,1742,174

平成31年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

8,4748,474 8,9378,937 8,4118,411 8,1908,190 8,4218,421 8,1178,117 6,9846,984

4,3314,331 4,2644,264 4,1864,186 4,0174,017 3,9833,983
3,7193,719

2,7192,719

2,5682,568
3,1253,125

2,7262,726
2,3912,391 2,2872,287

2,0232,023 1,9881,988

　平成31年度に実施する主な事業を第２次日置市総合計画の基本目標に基づき、６つの部門に分けて紹介
します。本市が目指す将来都市像「住んでよし 訪ねてよし ふれあいあふれるまち ひおき」のまちづくりの一翼
を担っています。

平成31年度の主な事業

母子保健事業 〈健康保険課〉77,440千円
不妊治療助成、産後ケア事業、マタニティボックス配付等

体験型健康医学教室事業〈健康保健課〉16,892千円
体験型健康医学教室の開催、健康食メニューの開発支援

子育て世代包括支援センター事業〈福祉課〉1,443千円
子育て家庭や妊産婦を支援するための相談窓口の設置

介護予防・生活支援サービス事業〈介護保健課〉107,713千円
高齢者の在宅生活支援、介護予防サービスの提供等

移住定住促進対策事業〈地域づくり課〉50,789千円
移住・定住促進、空き家利活用、移住サポート等補助

活力創出基盤整備事業[公園]〈建設課〉326,315千円
かごしま国体に向けた運動公園施設の改修

消防団分団車庫整備事業〈消防本部〉244,151千円
方面団の組織再編等に伴う分団車庫整備

見守りカメラ設置事業〈総務課〉25,000千円
安全で安心なまちづくりを推進するための見守りカメラ整備

新産業創出支援事業〈農林水産課〉8,627千円
オリーブによる６次産業化の推進

島津義弘公没後400年記念事業〈商工観光課〉7,000千円
合戦絵巻、戦国バスツアー等記念事業の実施

観光ＰＲ武将隊プロジェクト事業〈商工観光課〉23,426千円
武将隊を結成し甲冑姿での観光ＰＲ活動を実施

プレミアム付商品券事業〈企画課〉116,684千円
低所得者・子育て世代向けプレミアム付商品券の発行

小学校建設事業〈教育総務課〉207,106千円
伊集院北小学校外構、（仮称）日吉義務教育学校校舎増築

吹上浜公園サッカー場整備事業〈社会教育課〉381,814千円
地域活性化等を図るためのサッカー場（多目的運動施設）整備

かごしま国体準備・運営事業〈社会教育課〉40,973千円
本市で開催する軟式野球競技とレスリング競技のリハーサル、
ＰＲ活動の実施

東市来総合運動公園屋内多目的施設整備事業
〈社会教育課〉23,745千円
交流人口の増加等を図るための屋内多目的運動施設整備

安全で快適な暮らしや
交流の基盤づくり

05
社会基盤

辺地対策事業〈建設課〉40,000千円
辺地地域における道路改良・舗装の市道整備

コミュニティバスの運行事業〈地域づくり課〉30,500千円
移動手段確保のためのコミュニティバスの運行

ＩＣＴ推進事業〈企画課〉3,850千円
子育て・窓口分野の問合せ可能なアプリケーションツールの提供

コンビニ交付サービス事業〈市民生活課〉12,814千円
各種証明書を取得できるコンビニ交付サービスの実施
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06
市民参画
行財政

地区公民館大規模改修事業〈地域づくり課〉89,874千円
バリアフリー化・老朽化対策のための地区公民館改修

吹上支所庁舎整備事業〈財政管財課〉146,903千円
老朽化・耐震化対策のための吹上支所庁舎整備

ふるさと納税推進事業〈商工観光課〉295,604千円
特産品事業者との連携等によるふるさと納税の推進

本庁舎耐震補強等整備事業〈財政管財課〉10,000千円
耐震基準を満たさない本庁舎の耐震化対策
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地域と人と行政がつながる

持続可能なまちづくり

04
教育・文化
スポーツ
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豊かな心と感性を
育てるまちづくり

02
生活環境

豊かな自然と調和し、
安全で安心して生活できる
快適なまちづくり

03
産業経済

活力ある産業と
にぎわいのあるまちづくり
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01
保健・医療
福祉

笑顔とやさしさ、
ぬくもりに満ちたまちづくり
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平成31年度予算を市民一人当たりに換算すると約51万2千円

公債費(借金)・積立基金(貯金)の推移
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(単位:百万円) 平成25～29年度決算額、平成30年度見込額
平成31年度当初予算額

平成25～29年度決算額、平成30年度見込額
平成31年度当初予算額

(単位:百万円)

公債費の推移グラフ（普通会計） 積立基金の推移グラフ（普通会計）

市債残高 元利償還額 発行額 積立基金残高 うち財政調整基金 うち施設整備基金

※平成31年度一般会計の当初予算を平成31年１月１日現在の人口(４万8,711人）で市民一人当たりに換算しています。

※公債費のグラフについて、平成30年度は国の補正予算の関係もあり、小・中学校空調設備整備事業などの大規模事業が重なったこと、
また、翌年度への繰越額についてまだ決定していないことなどから、発行額が増えています。

民生費
163,105円 81,210円 70,971円 62,839円 50,235円

総務費 衛生費 公債費 教育費

消防費 農林水産業費 商工費 議会費

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

土木費
25,767円 24,863円 23,623円 4,432円 4,035円

平成25年度から平成29年度までの決算額、平成30年度見込額、平成31年度当初予算額のそれぞれを表してあります。
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2,1472,147

29,30229,302 29,28229,282 29,73329,733 30,01630,016 29,96029,960 31,86331,863 31,23031,230

3,7743,774
3,4693,469

3,2283,228
3,0593,059 2,9832,983 2,9902,990 3,0223,022

3,3373,337
3,0673,067

3,0503,050

2,6742,674

4,6734,673

2,1742,174

平成31年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

8,4748,474 8,9378,937 8,4118,411 8,1908,190 8,4218,421 8,1178,117 6,9846,984

4,3314,331 4,2644,264 4,1864,186 4,0174,017 3,9833,983
3,7193,719

2,7192,719

2,5682,568
3,1253,125

2,7262,726
2,3912,391 2,2872,287

2,0232,023 1,9881,988

　平成31年度に実施する主な事業を第２次日置市総合計画の基本目標に基づき、６つの部門に分けて紹介
します。本市が目指す将来都市像「住んでよし 訪ねてよし ふれあいあふれるまち ひおき」のまちづくりの一翼
を担っています。

平成31年度の主な事業

母子保健事業 〈健康保険課〉77,440千円
不妊治療助成、産後ケア事業、マタニティボックス配付等

体験型健康医学教室事業〈健康保健課〉16,892千円
体験型健康医学教室の開催、健康食メニューの開発支援

子育て世代包括支援センター事業〈福祉課〉1,443千円
子育て家庭や妊産婦を支援するための相談窓口の設置

介護予防・生活支援サービス事業〈介護保健課〉107,713千円
高齢者の在宅生活支援、介護予防サービスの提供等

移住定住促進対策事業〈地域づくり課〉50,789千円
移住・定住促進、空き家利活用、移住サポート等補助

活力創出基盤整備事業[公園]〈建設課〉326,315千円
かごしま国体に向けた運動公園施設の改修

消防団分団車庫整備事業〈消防本部〉244,151千円
方面団の組織再編等に伴う分団車庫整備

見守りカメラ設置事業〈総務課〉25,000千円
安全で安心なまちづくりを推進するための見守りカメラ整備

新産業創出支援事業〈農林水産課〉8,627千円
オリーブによる６次産業化の推進

島津義弘公没後400年記念事業〈商工観光課〉7,000千円
合戦絵巻、戦国バスツアー等記念事業の実施

観光ＰＲ武将隊プロジェクト事業〈商工観光課〉23,426千円
武将隊を結成し甲冑姿での観光ＰＲ活動を実施

プレミアム付商品券事業〈企画課〉116,684千円
低所得者・子育て世代向けプレミアム付商品券の発行

小学校建設事業〈教育総務課〉207,106千円
伊集院北小学校外構、（仮称）日吉義務教育学校校舎増築

吹上浜公園サッカー場整備事業〈社会教育課〉381,814千円
地域活性化等を図るためのサッカー場（多目的運動施設）整備

かごしま国体準備・運営事業〈社会教育課〉40,973千円
本市で開催する軟式野球競技とレスリング競技のリハーサル、
ＰＲ活動の実施

東市来総合運動公園屋内多目的施設整備事業
〈社会教育課〉23,745千円
交流人口の増加等を図るための屋内多目的運動施設整備

安全で快適な暮らしや
交流の基盤づくり

05
社会基盤

辺地対策事業〈建設課〉40,000千円
辺地地域における道路改良・舗装の市道整備

コミュニティバスの運行事業〈地域づくり課〉30,500千円
移動手段確保のためのコミュニティバスの運行

ＩＣＴ推進事業〈企画課〉3,850千円
子育て・窓口分野の問合せ可能なアプリケーションツールの提供

コンビニ交付サービス事業〈市民生活課〉12,814千円
各種証明書を取得できるコンビニ交付サービスの実施

1

2

3

4

1

2

3

4

06
市民参画
行財政

地区公民館大規模改修事業〈地域づくり課〉89,874千円
バリアフリー化・老朽化対策のための地区公民館改修

吹上支所庁舎整備事業〈財政管財課〉146,903千円
老朽化・耐震化対策のための吹上支所庁舎整備

ふるさと納税推進事業〈商工観光課〉295,604千円
特産品事業者との連携等によるふるさと納税の推進

本庁舎耐震補強等整備事業〈財政管財課〉10,000千円
耐震基準を満たさない本庁舎の耐震化対策
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持続可能なまちづくり

04
教育・文化
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豊かな自然と調和し、
安全で安心して生活できる
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活力ある産業と
にぎわいのあるまちづくり
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平成29年度一般会計等財務諸表
　国の行財政改革の指針に基づく地方公共団体の資産・債務改革の一環として、本市は平成19年度決算から
新たな公会計制度による財務諸表を整備し、公表しています。
　本市の財政状況を市民の皆さまにより分かりやすく提供するため、減価償却費などの企業会計的な手法を
取り入れた財務諸表［貸借対照表(=バランスシート)、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書］
を作成しましたのでお知らせします。

　地方公共団体におけるバランスシートとは、これまでの行政活動によって形成された道路、建物や土地など
の資産とその資産を形成するために要した負債や財源との関係を表したものです。ここでいう資産とは、行政
サービスを提供するために活用できる財産のことです。

バランスシート

詳 細

資産
現在、市が保有する資産の総額。

固定資産
市の施設（道路や学校など）や市有地などの有形固定資
産、ソフトウェアなどの無形固定資産、有価証券、出資金
などの総額。

流動資産
現金・預金、現金化しやすい市税など未収金の総額。

純資産
資産形成のために既に支払った額。道路や学校整備など
の財源として受けた、国や県からの補助金、市税などの
総額。

負債
将来支払わなければならない額。資産形成のための地方
債や退職手当などの総額。

※住民1人あたりの額は平成30年３月31日現在の住民基本台帳48,770人で算定

資産 億円831.4831.4
（170.5万円/住民1人あたり）

住民の財産

1.固定資産 778.2億円

2.流動資産 53.2億円

負債 億円340.1340.1
（69.7万円/住民1人あたり）

将来世代の負担

1.固定負債 306.8億円
2.流動負債 33.3億円

純資産 億円491.3491.3
（100.7万円/住民1人あたり）

現世代の負担

資産形成のために既に支払った額

詳 細

詳 細

行政コスト計算書

純資産変動計算書

　行政コスト計算書(民間では損益計算書)とは、１年間の行政サービスのコストとその対価を表したものです。行
政コストを種類別に区分して、行政サービスを提供するために、人や物などにどれだけコストがかかり、それに対す
る収入はどれくらいあるのかを把握できます。

①経常費用
行政サービスを提供するための経常的
に発生する費用

②臨時損失
臨時的に発生する費用

③経常収益
行政サービスの直接対価として経常
的に発生する収益

⑤純行政コスト
行政サービスにかかったコストと臨
時損益の合算額

④臨時利益
臨時的に発生する利益

純資産変動計算書とは、バランスシートの純資産の部が、1年間でどう変動したかをみたものです。

資金収支計算書
　資金収支計算書（＝キャッシュフロー計算書）とは、1年間の自治体における収入と支出を性質別に分類して、支
出と財源の関係など資金の流れをみたものです。

前年度の
純資産残高

503.6 億円

純行政コスト

229.3 億円

財 源

223.1 億円

その他

6.1 億円

今年度の
純資産残高

491.3億円

純行政コスト
行政サービスにかかったコストと臨時損益の合算額

その他
固定資産等の変動や資産評価差額など

財源
地方交付税や地方税など

※作成基準日は平成30年３月31日ですが、出納整理期間(平成30年4月1日～5月31日)における出納は基準日までに終了したものとして算入します。
※端数処理の関係で合計と一致しないものがあります。

連結財務諸表など、詳しくは日置市ホームページに掲載してあります♪ 日置市

詳 細

【業務活動収支】行政サービスに係る収支

【投資活動収支】道路や学校などの整備や投資及び出資金などに係る収支

【財務活動収支】地方債、借入金等に係る収支

【本年度資金収支額】1年間の資金の変動額

－ ＋ － ＝
（バランスシートの
純資産合計と一致）

④臨時利益 0.1億円

⑤純行政コスト 229.3億円

①経常費用 235.1億円
1.業務費用 124.2億円
（人件費、物件費など）

2.移転費用 110.9億円
（扶助費、補助金、他会計への繰出金など）

③経常収益 8.6億円

1.使用料・手数料 4.4億円

2.その他 4.2億円

②臨時損失 2.9億円
1.災害復旧事業費 1.7億円

2.資産除売却損 1.1億円

3.その他 0.1億円

本年度資金収支額 △2.4億円

業務活動収支 1.6億円

投資活動収支 △3.0億円

財務活動収支 △1.1億円

前年度末の資金残高 11.3億円

今年度末の資金残高 8.9億円
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平成29年度一般会計等財務諸表
　国の行財政改革の指針に基づく地方公共団体の資産・債務改革の一環として、本市は平成19年度決算から
新たな公会計制度による財務諸表を整備し、公表しています。
　本市の財政状況を市民の皆さまにより分かりやすく提供するため、減価償却費などの企業会計的な手法を
取り入れた財務諸表［貸借対照表(=バランスシート)、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書］
を作成しましたのでお知らせします。

　地方公共団体におけるバランスシートとは、これまでの行政活動によって形成された道路、建物や土地など
の資産とその資産を形成するために要した負債や財源との関係を表したものです。ここでいう資産とは、行政
サービスを提供するために活用できる財産のことです。

バランスシート

詳 細

資産
現在、市が保有する資産の総額。

固定資産
市の施設（道路や学校など）や市有地などの有形固定資
産、ソフトウェアなどの無形固定資産、有価証券、出資金
などの総額。

流動資産
現金・預金、現金化しやすい市税など未収金の総額。

純資産
資産形成のために既に支払った額。道路や学校整備など
の財源として受けた、国や県からの補助金、市税などの
総額。

負債
将来支払わなければならない額。資産形成のための地方
債や退職手当などの総額。

※住民1人あたりの額は平成30年３月31日現在の住民基本台帳48,770人で算定

資産 億円831.4831.4
（170.5万円/住民1人あたり）

住民の財産

1.固定資産 778.2億円

2.流動資産 53.2億円

負債 億円340.1340.1
（69.7万円/住民1人あたり）

将来世代の負担

1.固定負債 306.8億円
2.流動負債 33.3億円

純資産 億円491.3491.3
（100.7万円/住民1人あたり）

現世代の負担

資産形成のために既に支払った額

詳 細

詳 細

行政コスト計算書

純資産変動計算書

　行政コスト計算書(民間では損益計算書)とは、１年間の行政サービスのコストとその対価を表したものです。行
政コストを種類別に区分して、行政サービスを提供するために、人や物などにどれだけコストがかかり、それに対す
る収入はどれくらいあるのかを把握できます。

①経常費用
行政サービスを提供するための経常的
に発生する費用

②臨時損失
臨時的に発生する費用

③経常収益
行政サービスの直接対価として経常
的に発生する収益

⑤純行政コスト
行政サービスにかかったコストと臨
時損益の合算額

④臨時利益
臨時的に発生する利益

純資産変動計算書とは、バランスシートの純資産の部が、1年間でどう変動したかをみたものです。

資金収支計算書
　資金収支計算書（＝キャッシュフロー計算書）とは、1年間の自治体における収入と支出を性質別に分類して、支
出と財源の関係など資金の流れをみたものです。

前年度の
純資産残高

503.6 億円

純行政コスト

229.3 億円

財 源

223.1 億円

その他

6.1 億円

今年度の
純資産残高

491.3億円

純行政コスト
行政サービスにかかったコストと臨時損益の合算額

その他
固定資産等の変動や資産評価差額など

財源
地方交付税や地方税など

※作成基準日は平成30年３月31日ですが、出納整理期間(平成30年4月1日～5月31日)における出納は基準日までに終了したものとして算入します。
※端数処理の関係で合計と一致しないものがあります。

連結財務諸表など、詳しくは日置市ホームページに掲載してあります♪ 日置市

詳 細

【業務活動収支】行政サービスに係る収支

【投資活動収支】道路や学校などの整備や投資及び出資金などに係る収支

【財務活動収支】地方債、借入金等に係る収支

【本年度資金収支額】1年間の資金の変動額

－ ＋ － ＝
（バランスシートの
純資産合計と一致）

④臨時利益 0.1億円

⑤純行政コスト 229.3億円

①経常費用 235.1億円
1.業務費用 124.2億円
（人件費、物件費など）

2.移転費用 110.9億円
（扶助費、補助金、他会計への繰出金など）

③経常収益 8.6億円

1.使用料・手数料 4.4億円

2.その他 4.2億円

②臨時損失 2.9億円
1.災害復旧事業費 1.7億円

2.資産除売却損 1.1億円

3.その他 0.1億円

本年度資金収支額 △2.4億円

業務活動収支 1.6億円

投資活動収支 △3.0億円

財務活動収支 △1.1億円

前年度末の資金残高 11.3億円

今年度末の資金残高 8.9億円
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吉中央公民館で日吉小学校６年生38人が茶道を体験
しました。これは、伝統的な礼儀作法や、日置市の自然、

歴史などを学ぶ「ひおき学」の一環として行われ、礼儀作法に焦
点を当てた今回は、茶道を体験することとなりました。講師を務
めたのは、日吉裏千家茶道同好会の竹下ユリコさん。竹下さん
は「体験を通して、心遣いやおもてなしの心など知ってもらい、
少しでも茶道に興味を持ってもらえたら」と話しました。児童た
ちは始めに、裏千家に３種類あるお辞儀「真・行・草」を練習しま
した。このお辞儀は「真」が最も深く、「行」、「草」と順に浅くなり
ます。その後、お茶のたて方やいただき方など、お茶を飲むまで
の一連の作法を学び、子どもたちは慣れないながらも、真剣に
茶道に取り組んでいました。最後に「真」のお辞儀で講師に感
謝を伝えました。茶道を初めて体験した川畑優羽くんは「お茶
をたてるのが一番難しかった。家でもお茶たてに挑戦してみた
い。」と話しました。

日

ゆ う

しん

うらせんけ

ぎょう そう

1/22 10年連続最高評価11回Ｂ＆Ｇ全国サミットにおいて、日置市が優良海洋
センター表彰を受賞しました。これは、海洋センターの

更なる活動の活性化を図るためＢ＆Ｇ財団が設定した指標
において、日置市の指定管理施設である日置市Ｂ＆Ｇ東市来
海洋センターが10年連続で最高評価となる特Ａを獲得し、
その功績をたたえたものです。この指標では、指導員の配置
状況や事業の展開状況などさまざまな面から海洋センターの
活動を評価しています。表彰式では奥善一教育長がステージ
に立ち、前田幸吉会長より賞状を手渡されました。日置市Ｂ＆Ｇ
東市来海洋センターは昭和60年に建設され、体育館やプール
などさまざまな施設があります。平成元年に旧東市来町に無償
譲渡され、以来、身近なスポーツ施設として地域の方から親し
まれています。今後も運動教室など市民の健康増進のために
さまざまなプログラムを実施していく予定です。

第

表彰を受ける奥教育長

上地域の野首地区にある牛頭野岡の遊歩道が整備さ
れ、芋野自治公民館で山開きセレモニーがありました。

この遊歩道は地区公民館や芋野自治会、吹上山の会、地元業
者などが協力し昨年より整備。斜面を切り開き、坂道にロープを
張るなどして登りやすくしました。また視界をさえぎる木を一掃し
景色を楽しめるように整備しました。セレモニーの後は、地区の
方々や吹上山の会など約50人で遊歩道を散策しました。野首
地区の寺原道夫館長は「ここ芋野自治会は吹上のへそ（中心）。
来た時よりも美しく、ゴミの持ち帰り運動のモデル地区と言われ
るよう、これからも皆さんの協力を得ながら整備していきたい」と
話しました。吹上山の会の下大園健一会長は「多くの人にこの
“ごんのおか”へ足を運んでもらい、健康促進に利用していただ
ければ」と話しました。牛頭野岡の標高は305メートル。山頂付
近には展望所が設けられ、吹上浜や金峰山が一望することが
できます。

吹 2/17 地域で楽しむ“ごんのおか”へ
牛頭野岡遊歩道山開きセレモニー

山頂で一息つく参加者たち

2/7 伝統的な礼儀作法を学ぼう
日吉小学校茶道体験

おいしいお茶をいただきます

2/12 球春到来！春季キャンプ！
湯之元球場春季キャンプ

市来の湯之元球場で２月から約１カ月間にわたり社会
人野球の春季キャンプが行われました。南国鹿児島の

暖かい気候の中、選手たちは公式戦の開幕に向けて汗を流し
ました。キャンプに訪れたのは、昨年に引き続き東京都の鷺宮
製作所と兵庫県の三菱重工神戸・高砂の２チーム。両チームは、
昨年７月に開催された第89回都市対抗野球大会準々決勝で
対戦しています。接戦の後に決勝まで駒を進めた三菱重工神戸
・高砂が準優勝するなど、２チームとも社会人野球の強豪として
知られています。12日には歓迎式が行われ、神村学園出身で鷺
宮製作所野球部の新納真哉選手は「高校時代にお世話になっ
たグラウンドでとても懐かしく感じます。来季で社会人３年目を
迎え勝負の年でもあるため、このキャンプで力をつけて地元の
皆さまに結果で恩返しできるように頑張りたいです。」と話しまし
た。かつてプロ野球の球団もキャンプを行った湯之元の地でト
レーニングを積んだ両チームの活躍が期待されます。

2/26 墨と筆で描いた４地域の像
芝龍郎氏水墨画寄贈

東

市来の水墨画家・芝龍郎氏の水墨画が市役所に寄
贈されました。描かれたのは鋭いにらみを利かした

仁王像（阿吽像）。寄贈された４点の水墨画は、それぞれ日
置市４町にある仁王像をモチーフに描かれています。日吉の
瑞喜山光禅寺跡にある仁王像を描いた「長閑」には、廃仏
毀釈で像が失った腕を覆い隠すように芙蓉の花が咲き、そ
れを横目で眺めるなんとも愛らしい仁王像が描かれていま
す。どういう思いで長い年月そこに立っていたかと、像の気持
ちにまで思いをめぐらしたと話す芝さん。彫り師になってのみ
で彫るように描いたと話します。これらの水墨画は日置市中
央公民館など４地域それぞれの公共施設で展示されます。
「題材はそれぞれの地域に昔からあるもの。見る人には親し
みを持って現代の水墨画を楽しんでほしい」と話しました。
芝さんが仁王像を描いたもう１点の作品は、７月に開催され
る日光東照宮の美術展に出展されるとのことです。

東

鷺宮製作所野球部の皆さん

3/2 いちご!いちご!いちご!
100人でいただきますinいちご畑

置市のいちごを触って、嗅いで、味わって。そんないちご
尽くしのイベントが、いちごの産地・伊集院の中川であり

ました。これは、日置市をいちごの産地としてもっと知ってもらい
たいと日置市いちご部会が主催したもので、「おいしいものを産
地で味わってもらおう」と県内で活動する100人でいただきます！
プロジェクト企画のもと行われました。市内外から集まった100
人以上の参加者はハウスでいちご狩りを体験した後、池田農園
にあるあずま屋でいちごパーティーを楽しみます。テーブルに並
ぶのは「さがほのか」や新品種の「ぴかいちご」など４種のいち
ごに、いちごジャム、いちごどら焼き、いちごティーといちご尽くし。
さらに、いちごのチョコフォンデュまで楽しめて子どもたちも大喜
びです。日置市いちご部会の宇都隆秋会長は「多くの人に楽し
んでもらえてよかった。これを機に日置市のいちごを知ってもら
えれば」と話しました。姶良市から訪れた６歳の川村太一くんは
いちごにたっぷりのチョコを付けてほおばり、「いちごが大きくて
おいしかった」と大満足の様子でした。

日

いちご尽くしを“いただきます”

寄贈された４点の水墨画

これであなたも日置通!

ごんのおか

のどか

優良海洋センター受賞

にいろ
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吉中央公民館で日吉小学校６年生38人が茶道を体験
しました。これは、伝統的な礼儀作法や、日置市の自然、

歴史などを学ぶ「ひおき学」の一環として行われ、礼儀作法に焦
点を当てた今回は、茶道を体験することとなりました。講師を務
めたのは、日吉裏千家茶道同好会の竹下ユリコさん。竹下さん
は「体験を通して、心遣いやおもてなしの心など知ってもらい、
少しでも茶道に興味を持ってもらえたら」と話しました。児童た
ちは始めに、裏千家に３種類あるお辞儀「真・行・草」を練習しま
した。このお辞儀は「真」が最も深く、「行」、「草」と順に浅くなり
ます。その後、お茶のたて方やいただき方など、お茶を飲むまで
の一連の作法を学び、子どもたちは慣れないながらも、真剣に
茶道に取り組んでいました。最後に「真」のお辞儀で講師に感
謝を伝えました。茶道を初めて体験した川畑優羽くんは「お茶
をたてるのが一番難しかった。家でもお茶たてに挑戦してみた
い。」と話しました。

日

ゆ う

しん

うらせんけ

ぎょう そう

1/22 10年連続最高評価11回Ｂ＆Ｇ全国サミットにおいて、日置市が優良海洋
センター表彰を受賞しました。これは、海洋センターの

更なる活動の活性化を図るためＢ＆Ｇ財団が設定した指標
において、日置市の指定管理施設である日置市Ｂ＆Ｇ東市来
海洋センターが10年連続で最高評価となる特Ａを獲得し、
その功績をたたえたものです。この指標では、指導員の配置
状況や事業の展開状況などさまざまな面から海洋センターの
活動を評価しています。表彰式では奥善一教育長がステージ
に立ち、前田幸吉会長より賞状を手渡されました。日置市Ｂ＆Ｇ
東市来海洋センターは昭和60年に建設され、体育館やプール
などさまざまな施設があります。平成元年に旧東市来町に無償
譲渡され、以来、身近なスポーツ施設として地域の方から親し
まれています。今後も運動教室など市民の健康増進のために
さまざまなプログラムを実施していく予定です。

第

表彰を受ける奥教育長

上地域の野首地区にある牛頭野岡の遊歩道が整備さ
れ、芋野自治公民館で山開きセレモニーがありました。

この遊歩道は地区公民館や芋野自治会、吹上山の会、地元業
者などが協力し昨年より整備。斜面を切り開き、坂道にロープを
張るなどして登りやすくしました。また視界をさえぎる木を一掃し
景色を楽しめるように整備しました。セレモニーの後は、地区の
方々や吹上山の会など約50人で遊歩道を散策しました。野首
地区の寺原道夫館長は「ここ芋野自治会は吹上のへそ（中心）。
来た時よりも美しく、ゴミの持ち帰り運動のモデル地区と言われ
るよう、これからも皆さんの協力を得ながら整備していきたい」と
話しました。吹上山の会の下大園健一会長は「多くの人にこの
“ごんのおか”へ足を運んでもらい、健康促進に利用していただ
ければ」と話しました。牛頭野岡の標高は305メートル。山頂付
近には展望所が設けられ、吹上浜や金峰山が一望することが
できます。

吹 2/17 地域で楽しむ“ごんのおか”へ
牛頭野岡遊歩道山開きセレモニー

山頂で一息つく参加者たち

2/7 伝統的な礼儀作法を学ぼう
日吉小学校茶道体験

おいしいお茶をいただきます

2/12 球春到来！春季キャンプ！
湯之元球場春季キャンプ

市来の湯之元球場で２月から約１カ月間にわたり社会
人野球の春季キャンプが行われました。南国鹿児島の

暖かい気候の中、選手たちは公式戦の開幕に向けて汗を流し
ました。キャンプに訪れたのは、昨年に引き続き東京都の鷺宮
製作所と兵庫県の三菱重工神戸・高砂の２チーム。両チームは、
昨年７月に開催された第89回都市対抗野球大会準々決勝で
対戦しています。接戦の後に決勝まで駒を進めた三菱重工神戸
・高砂が準優勝するなど、２チームとも社会人野球の強豪として
知られています。12日には歓迎式が行われ、神村学園出身で鷺
宮製作所野球部の新納真哉選手は「高校時代にお世話になっ
たグラウンドでとても懐かしく感じます。来季で社会人３年目を
迎え勝負の年でもあるため、このキャンプで力をつけて地元の
皆さまに結果で恩返しできるように頑張りたいです。」と話しまし
た。かつてプロ野球の球団もキャンプを行った湯之元の地でト
レーニングを積んだ両チームの活躍が期待されます。

2/26 墨と筆で描いた４地域の像
芝龍郎氏水墨画寄贈

東

市来の水墨画家・芝龍郎氏の水墨画が市役所に寄
贈されました。描かれたのは鋭いにらみを利かした

仁王像（阿吽像）。寄贈された４点の水墨画は、それぞれ日
置市４町にある仁王像をモチーフに描かれています。日吉の
瑞喜山光禅寺跡にある仁王像を描いた「長閑」には、廃仏
毀釈で像が失った腕を覆い隠すように芙蓉の花が咲き、そ
れを横目で眺めるなんとも愛らしい仁王像が描かれていま
す。どういう思いで長い年月そこに立っていたかと、像の気持
ちにまで思いをめぐらしたと話す芝さん。彫り師になってのみ
で彫るように描いたと話します。これらの水墨画は日置市中
央公民館など４地域それぞれの公共施設で展示されます。
「題材はそれぞれの地域に昔からあるもの。見る人には親し
みを持って現代の水墨画を楽しんでほしい」と話しました。
芝さんが仁王像を描いたもう１点の作品は、７月に開催され
る日光東照宮の美術展に出展されるとのことです。

東

鷺宮製作所野球部の皆さん

3/2 いちご!いちご!いちご!
100人でいただきますinいちご畑

置市のいちごを触って、嗅いで、味わって。そんないちご
尽くしのイベントが、いちごの産地・伊集院の中川であり

ました。これは、日置市をいちごの産地としてもっと知ってもらい
たいと日置市いちご部会が主催したもので、「おいしいものを産
地で味わってもらおう」と県内で活動する100人でいただきます！
プロジェクト企画のもと行われました。市内外から集まった100
人以上の参加者はハウスでいちご狩りを体験した後、池田農園
にあるあずま屋でいちごパーティーを楽しみます。テーブルに並
ぶのは「さがほのか」や新品種の「ぴかいちご」など４種のいち
ごに、いちごジャム、いちごどら焼き、いちごティーといちご尽くし。
さらに、いちごのチョコフォンデュまで楽しめて子どもたちも大喜
びです。日置市いちご部会の宇都隆秋会長は「多くの人に楽し
んでもらえてよかった。これを機に日置市のいちごを知ってもら
えれば」と話しました。姶良市から訪れた６歳の川村太一くんは
いちごにたっぷりのチョコを付けてほおばり、「いちごが大きくて
おいしかった」と大満足の様子でした。

日

いちご尽くしを“いただきます”

寄贈された４点の水墨画

これであなたも日置通!

ごんのおか

のどか

優良海洋センター受賞

にいろ
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企画課より◆行政インフォメーション

■ 日 時

■ 会 場

■ 出 演

■ 主 催

２０１９年６月３０日（日）
　〇開場：午前１１時　〇開演：午前１１時４５分
　〇終演予定：午後１時３０分
  【予選会】６月２９日（土）
　〇開会：午前１１時４０分
　〇結果発表予定：午後５時３０分頃（当日発表）
日置市伊集院文化会館
予選を通過した２０組程度のみなさん

《ゲスト》中村美律子さん、氷川きよしさん
《司会》小田切千アナウンサー
ＮＨＫ鹿児島放送局、日置市

【お問い合わせ先】
　《出場》  ＮＨＫ鹿児島放送局企画編成部　TEL ０９９-８０５-７０７０（平日 午前９時３０分～午後７時）
　《観覧》日置市役所企画課政策推進係  　  TEL ０９９-２４８-９４０３（平日 午前８時３０分～午後５時１５分）
※ご応募の際にいただいた個人情報は、選出・抽選の結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

入場無料。「郵便往復はがき（私製を除く）」に以下を記入してお申し込みください。
　●往信用裏面　①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
　●返信用表面　①郵便番号　②住所　③名前
申込先　〒８９９-２５９２　日置市伊集院町郡一丁目１００番地　日置市役所「ＮＨＫのど自慢」観覧　係
申込締切　２０１９年５月２８日（火）必着
※応募多数の場合は抽選の上、入場整理券（１枚で２人入場可）を６月１４日（金）頃に発送します。
※１歳以上のお子様から人数に含めます。
※記入に不備があった場合は無効になりますのでご注意ください。
※「返信用裏面」には抽選結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。紙・シール等の貼り付け、修正液のご使用もご遠
　慮ください。
※インターネット等での入場整理券の売買は固くお断りいたします。
　転売を目的としたお申し込みであると判明した場合には、抽選対象外とします。また、売買が確認された場合は入場をお断りし
　ます。

出場出場
「郵便往復はがき（私製を除く）」に以下を記入してお申し込みください。
　●往信用裏面　①郵便番号　②住所　③名前（ふりがな）　④年齢　⑤性別　⑥電話番号
　　　　　　　　⑦職業（具体的に。中学生・高校生・大学生は部活動等も記入）　⑧歌う曲名とその歌手名　⑨選曲理由
　●返信用表面　①郵便番号　②住所　③名前
申込先　〒８９２-８６０３（住所不要）　ＮＨＫ鹿児島放送局「ＮＨＫのど自慢」出場　係
申込締切　２０１９年５月１６日（木）必着
※応募多数の場合は２５０組程度を選出の上、６月１４日（金）頃にご案内を発送します。
※中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方が対象です。
  （中学生は予選会・本選どちらも要保護者同伴。保護者の名前と電話番号もご記入ください）
※応募は１人（組）１通に限ります。
  （グループでのお申し込みの場合は出場者全員の名前（ふりがな）、年齢、性別、職業を明記の上、代表者がお申し込みください）
※応募後の曲目、出場者の変更はできません。
※記入に不備があった場合は無効になりますのでご注意ください。
※「返信用裏面」には選出結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。紙・シール等の貼り付け、修正液のご使用もご遠
　慮ください。

出場希望者
観覧希望者 大募集 !!

あの感動が再び…

ＮＨＫのど自慢 日置市開催

観覧 申込方法

申込方法

商工観光課
観光戦略係からの
お知らせ
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縮小版

総務課
防災係からの
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機
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観光ＰＲ武将隊プロジェクト 始動

　今年は島津義弘公没後４００年。関ケ原の合戦で敵中
突破を果たし、戦国の世にさまざまな活躍をした義弘公
の遺徳を偲び、鹿児島三大行事である「妙円寺詣り」が
行われるなど、日置市は義弘公と縁の深い地域でもあり
ます。
　この節目の年に、日置市では「島津のまち」の定着
化、観光による地域活性化を図るため、特色あるＰＲ戦
略として観光ＰＲ武将隊プロジェクトを始動します。

プロジェクト概要
①観光ＰＲ／情報発信（県内外のイベント出陣・甲冑体験・武将隊ＨＰ＆ＰＶ制作）

②環境演出（ＪＲ伊集院駅ジャック・タペストリー掲出等）

③周遊性向上対策（ゆかりの地ＡＲスタンプラリー等）10月下旬リリース予定

④没後４００年記念事業（合戦絵巻・参加型アトラクション・戦国バスツアー等）10月26日
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防
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を
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台
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。
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【お問い合わせ先】
 本庁総務課防災係　　　
 東市来支所地域振興課　
 日吉支所地域振興課　　
 吹上支所地域振興課　　

▼防災行政無線戸別受信機

せ
、
自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
放
送
を
受
信
す
る
他
、Ｆ
Ｍ
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も
内
蔵
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れ
て
い
ま
す
。

　
市
か
ら
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放
送
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自
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会
か
ら
の
放
送

に
つ
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て
も
そ
れ
ぞ
れ
５
件
ず
つ
録
音
す

る
機
能
が
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ま
す
の
で
、
聞
き
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し
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で
も
、
再
度
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認
を
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こ
と
が
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き
ま
す
。

※各５件ずつ録音されています。
　ボタンを押して確認してください。

行政放送 自治会放送

時計表示

時計表示が消える ＦＭ

ＦＭで時計表示

機能選択

募集

　島津義弘公没後４００年の記念事業として、島津の退き口を描く演劇の公演

を計画しています。そこで、劇団員と一緒に演劇に参加いただける方を募集し

ています。詳細は１４ページの募集記事をご覧ください。

https://hioki-pr-bushotai.com/
公式ホームページ

TEL ２４８-９４０１
TEL ２７４-２１１２
TEL ２９２-２１１２
TEL ２９６-２１１２
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企画課より◆行政インフォメーション

■ 日 時

■ 会 場

■ 出 演

■ 主 催

２０１９年６月３０日（日）
　〇開場：午前１１時　〇開演：午前１１時４５分
　〇終演予定：午後１時３０分
  【予選会】６月２９日（土）
　〇開会：午前１１時４０分
　〇結果発表予定：午後５時３０分頃（当日発表）
日置市伊集院文化会館
予選を通過した２０組程度のみなさん

《ゲスト》中村美律子さん、氷川きよしさん
《司会》小田切千アナウンサー
ＮＨＫ鹿児島放送局、日置市

【お問い合わせ先】
　《出場》  ＮＨＫ鹿児島放送局企画編成部　TEL ０９９-８０５-７０７０（平日 午前９時３０分～午後７時）
　《観覧》日置市役所企画課政策推進係  　  TEL ０９９-２４８-９４０３（平日 午前８時３０分～午後５時１５分）
※ご応募の際にいただいた個人情報は、選出・抽選の結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

入場無料。「郵便往復はがき（私製を除く）」に以下を記入してお申し込みください。
　●往信用裏面　①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
　●返信用表面　①郵便番号　②住所　③名前
申込先　〒８９９-２５９２　日置市伊集院町郡一丁目１００番地　日置市役所「ＮＨＫのど自慢」観覧　係
申込締切　２０１９年５月２８日（火）必着
※応募多数の場合は抽選の上、入場整理券（１枚で２人入場可）を６月１４日（金）頃に発送します。
※１歳以上のお子様から人数に含めます。
※記入に不備があった場合は無効になりますのでご注意ください。
※「返信用裏面」には抽選結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。紙・シール等の貼り付け、修正液のご使用もご遠
　慮ください。
※インターネット等での入場整理券の売買は固くお断りいたします。
　転売を目的としたお申し込みであると判明した場合には、抽選対象外とします。また、売買が確認された場合は入場をお断りし
　ます。

出場出場
「郵便往復はがき（私製を除く）」に以下を記入してお申し込みください。
　●往信用裏面　①郵便番号　②住所　③名前（ふりがな）　④年齢　⑤性別　⑥電話番号
　　　　　　　　⑦職業（具体的に。中学生・高校生・大学生は部活動等も記入）　⑧歌う曲名とその歌手名　⑨選曲理由
　●返信用表面　①郵便番号　②住所　③名前
申込先　〒８９２-８６０３（住所不要）　ＮＨＫ鹿児島放送局「ＮＨＫのど自慢」出場　係
申込締切　２０１９年５月１６日（木）必着
※応募多数の場合は２５０組程度を選出の上、６月１４日（金）頃にご案内を発送します。
※中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方が対象です。
  （中学生は予選会・本選どちらも要保護者同伴。保護者の名前と電話番号もご記入ください）
※応募は１人（組）１通に限ります。
  （グループでのお申し込みの場合は出場者全員の名前（ふりがな）、年齢、性別、職業を明記の上、代表者がお申し込みください）
※応募後の曲目、出場者の変更はできません。
※記入に不備があった場合は無効になりますのでご注意ください。
※「返信用裏面」には選出結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。紙・シール等の貼り付け、修正液のご使用もご遠
　慮ください。

出場希望者
観覧希望者 大募集 !!

あの感動が再び…

ＮＨＫのど自慢 日置市開催

観覧 申込方法

申込方法
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観光ＰＲ武将隊プロジェクト 始動

　今年は島津義弘公没後４００年。関ケ原の合戦で敵中
突破を果たし、戦国の世にさまざまな活躍をした義弘公
の遺徳を偲び、鹿児島三大行事である「妙円寺詣り」が
行われるなど、日置市は義弘公と縁の深い地域でもあり
ます。
　この節目の年に、日置市では「島津のまち」の定着
化、観光による地域活性化を図るため、特色あるＰＲ戦
略として観光ＰＲ武将隊プロジェクトを始動します。

プロジェクト概要
①観光ＰＲ／情報発信（県内外のイベント出陣・甲冑体験・武将隊ＨＰ＆ＰＶ制作）

②環境演出（ＪＲ伊集院駅ジャック・タペストリー掲出等）

③周遊性向上対策（ゆかりの地ＡＲスタンプラリー等）10月下旬リリース予定

④没後４００年記念事業（合戦絵巻・参加型アトラクション・戦国バスツアー等）10月26日
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【お問い合わせ先】
 本庁総務課防災係　　　
 東市来支所地域振興課　
 日吉支所地域振興課　　
 吹上支所地域振興課　　
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※各５件ずつ録音されています。
　ボタンを押して確認してください。

行政放送 自治会放送

時計表示

時計表示が消える ＦＭ

ＦＭで時計表示

機能選択

募集

　島津義弘公没後４００年の記念事業として、島津の退き口を描く演劇の公演

を計画しています。そこで、劇団員と一緒に演劇に参加いただける方を募集し

ています。詳細は１４ページの募集記事をご覧ください。

https://hioki-pr-bushotai.com/
公式ホームページ

TEL ２４８-９４０１
TEL ２７４-２１１２
TEL ２９２-２１１２
TEL ２９６-２１１２
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会運営ボランティアを募集します！

　後期高齢者医療制度は、75歳以上の方と65歳以上75歳未満で一定の障害を持つ方を対象とした医療
保険制度です。鹿児島県後期高齢者医療広域連合が保険者の役割を果たし、日置市と事務を分担しなが
ら運営しています。平成31年度の保険料は、次の計算方法により算出し、７月に決定通知書によりお知らせ
する予定です。

　後期高齢者医療保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する
「所得割額」を合計した金額になります。

平成31年度の保険料の計算方法について

後期高齢者医療の保険料についてお知らせ後期高齢者医療の保険料についてお知らせ

保険料の軽減措置について

均等割額
50,500円

年間保険料
(限度額62万円)

所得割額
(平成30年の総所得金額等－33万円)×9.57％＋ ＝

国民健康保険および後期高齢者医療保険の保険証をご利用の皆さまへ

　本年５月１日に元号が改められますが、有効期限等が「平成」表記の保険証等は改元後もそのままご利用いた
だけます。５月１日以降は、新しい元号による日付に読み替えてご利用ください。

世帯の所得状況にあわせて均等割額が軽減されます。1 均等割額の軽減措置

2 被扶養者であった方の軽減措置
　後期高齢者医療の被保険者になる直前まで、ご家族の被用者保険（協会けんぽ、健
保組合、船員保険、共済組合など）の被扶養者であった方は、後期高齢者医療の資格
取得後２年を経過する月までの間に限り、均等割額を５割軽減し所得割額の負担は
ありません。（均等割額８割軽減、8.5割軽減に該当する方はそちらが優先されます。）

同一世帯内の被保険者及び世帯主の軽減対象所得金額の合計額 軽減割合

8割※

(平成30年度は９割)
33万円以下で、かつ被保険者全員が年金収入80万円以下
(その他各種所得がない)

33万円以下 8.5割

5割

2割

33万円＋28万円×被保険者数以下

33万円＋51万円×被保険者数以下
※軽減割合が縮小されますが、低所得者に対する介護保険料軽減の拡充や年金生活者支援給付金の支給により実質的な負担増が
生じないような形での見直しによるものです。

お問い合わせ先

本庁健康保険課後期高齢者医療係
248-9421

東市来支所市民課
274-2113

日吉支所市民課
292-2113

吹上支所市民課
296-2113

国体通信

　燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会では、2019年に開催される「競技別リハーサル大会」、2020年に開催される「燃ゆる
感動かごしま国体」において、来場される方へのおもてなしや、会場清掃等の活動にご協力いただけるボランティアを募集します。
　鹿児島県で48年振りに開催される国体を成功させるために、日置市の魅力を全国に発信できるよう、皆さまのご支援とご協力を
お願いします。

・次の日程のうち参加可能な日に活動をお願いします。
・日程や活動内容は別途希望調査をします。 100人程度

競技種目

軟式野球

受付・案内 来場者の受付・案内、資料配布等
観客誘導、駐車場の案内・整理、シャトルバスの乗換案内等
会場内および周辺の清掃ならびにゴミ箱の管理、花の管理等
休憩所管理、ドリンクサービス、弁当引換え、空き容器回収等
その他会場運営等に関する活動

整理・誘導
環境美化
会場サービス
その他

(1) 　原則として日置市に在住または通勤・通学している個人もしくは団体、または日置市に活動の拠点を置く団体。

　登録申込書に必要事項を記入の上、実行委員会事務局まで持参もしくは、郵送、ＦＡＸ、メールによりお申し込みください。
　ただし、応募時点で高校生または18歳未満の場合は、持参、郵送に限らせていただきますのでご注意ください。

◎国体推進係事務所（日置市役所東市来支所庁舎３階）
◎日置市役所日吉支所教育振興課

◎日置市伊集院総合体育館窓口
◎日置市役所吹上支所教育振興課

(2) 　燃ゆる感動かごしま国体または競技別リハーサル大会開催年度において中学生以上の者。応募時点で高校生また
　　　は18歳未満の場合は、保護者の同意を必要とする。

2019年6月8日・9日※
2020年10月9日～11日
2020年10月9日・11日
2020年10月4日～7日

伊集院総合運動公園野球場
東市来運動公園湯之元球場
吹上浜公園体育館2019年11月9日・10日レスリング

本大会 会場競技別リハーサル大会

※軟式野球の競技別リハーサル大会については、ボランティア募集は行いません。

活動内容

応募資格

応募方法

申込書設置場所

項目 内容

日置市国体専用ホームページを開設しました。
　2019年４月から、「第75回国民体育大会（燃ゆる感動かごしま国体）」のＰＲや情報提供を効果
的に行うため、「燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会」専用ホームページを開設しました。
　国体開催に向け、さまざまな情報をアップしていきますので、ぜひご覧ください！

http://www.hiokicity-kokutai2020.jp/ 検 索

募集人数活動期間
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会運営ボランティアを募集します！

　後期高齢者医療制度は、75歳以上の方と65歳以上75歳未満で一定の障害を持つ方を対象とした医療
保険制度です。鹿児島県後期高齢者医療広域連合が保険者の役割を果たし、日置市と事務を分担しなが
ら運営しています。平成31年度の保険料は、次の計算方法により算出し、７月に決定通知書によりお知らせ
する予定です。

　後期高齢者医療保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する
「所得割額」を合計した金額になります。

平成31年度の保険料の計算方法について

後期高齢者医療の保険料についてお知らせ後期高齢者医療の保険料についてお知らせ

保険料の軽減措置について

均等割額
50,500円

年間保険料
(限度額62万円)

所得割額
(平成30年の総所得金額等－33万円)×9.57％＋ ＝

国民健康保険および後期高齢者医療保険の保険証をご利用の皆さまへ

　本年５月１日に元号が改められますが、有効期限等が「平成」表記の保険証等は改元後もそのままご利用いた
だけます。５月１日以降は、新しい元号による日付に読み替えてご利用ください。

世帯の所得状況にあわせて均等割額が軽減されます。1 均等割額の軽減措置

2 被扶養者であった方の軽減措置
　後期高齢者医療の被保険者になる直前まで、ご家族の被用者保険（協会けんぽ、健
保組合、船員保険、共済組合など）の被扶養者であった方は、後期高齢者医療の資格
取得後２年を経過する月までの間に限り、均等割額を５割軽減し所得割額の負担は
ありません。（均等割額８割軽減、8.5割軽減に該当する方はそちらが優先されます。）

同一世帯内の被保険者及び世帯主の軽減対象所得金額の合計額 軽減割合

8割※

(平成30年度は９割)
33万円以下で、かつ被保険者全員が年金収入80万円以下
(その他各種所得がない)

33万円以下 8.5割

5割

2割

33万円＋28万円×被保険者数以下

33万円＋51万円×被保険者数以下
※軽減割合が縮小されますが、低所得者に対する介護保険料軽減の拡充や年金生活者支援給付金の支給により実質的な負担増が
生じないような形での見直しによるものです。

お問い合わせ先

本庁健康保険課後期高齢者医療係
248-9421

東市来支所市民課
274-2113

日吉支所市民課
292-2113

吹上支所市民課
296-2113

国体通信

　燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会では、2019年に開催される「競技別リハーサル大会」、2020年に開催される「燃ゆる
感動かごしま国体」において、来場される方へのおもてなしや、会場清掃等の活動にご協力いただけるボランティアを募集します。
　鹿児島県で48年振りに開催される国体を成功させるために、日置市の魅力を全国に発信できるよう、皆さまのご支援とご協力を
お願いします。

・次の日程のうち参加可能な日に活動をお願いします。
・日程や活動内容は別途希望調査をします。 100人程度

競技種目

軟式野球

受付・案内 来場者の受付・案内、資料配布等
観客誘導、駐車場の案内・整理、シャトルバスの乗換案内等
会場内および周辺の清掃ならびにゴミ箱の管理、花の管理等
休憩所管理、ドリンクサービス、弁当引換え、空き容器回収等
その他会場運営等に関する活動

整理・誘導
環境美化
会場サービス
その他

(1) 　原則として日置市に在住または通勤・通学している個人もしくは団体、または日置市に活動の拠点を置く団体。

　登録申込書に必要事項を記入の上、実行委員会事務局まで持参もしくは、郵送、ＦＡＸ、メールによりお申し込みください。
　ただし、応募時点で高校生または18歳未満の場合は、持参、郵送に限らせていただきますのでご注意ください。

◎国体推進係事務所（日置市役所東市来支所庁舎３階）
◎日置市役所日吉支所教育振興課

◎日置市伊集院総合体育館窓口
◎日置市役所吹上支所教育振興課

(2) 　燃ゆる感動かごしま国体または競技別リハーサル大会開催年度において中学生以上の者。応募時点で高校生また
　　　は18歳未満の場合は、保護者の同意を必要とする。

2019年6月8日・9日※
2020年10月9日～11日
2020年10月9日・11日
2020年10月4日～7日

伊集院総合運動公園野球場
東市来運動公園湯之元球場
吹上浜公園体育館2019年11月9日・10日レスリング

本大会 会場競技別リハーサル大会

※軟式野球の競技別リハーサル大会については、ボランティア募集は行いません。

活動内容

応募資格

応募方法

申込書設置場所

項目 内容

日置市国体専用ホームページを開設しました。
　2019年４月から、「第75回国民体育大会（燃ゆる感動かごしま国体）」のＰＲや情報提供を効果
的に行うため、「燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会」専用ホームページを開設しました。
　国体開催に向け、さまざまな情報をアップしていきますので、ぜひご覧ください！

http://www.hiokicity-kokutai2020.jp/ 検 索
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※市役所各課の電話番号は全て直通になっています。
　お掛け間違いのないようお気を付けください。

　
島
津
義
弘
公
没
後
４
０
０
年
記
念
事
業

で
１
６
０
０
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
で
の「
島

津
の
退
き
口
」
を
描
く
演
劇
の
公
演
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
劇
団
員
と
一

緒
に
演
劇
に
参
加
い
た
だ
け
る
方
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
劇
団
員
の
一
員
と
し
て
演
劇
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

公
演

島
津
義
弘
公
没
後
４
０
０
年
記
念
事
業

「
生
還
〜
島
津
と
燃
ゆ
る
武
士(

も
の
の

ふ)

達
（
仮
称
）」

公
演
日
時
　
10
月
26
日
㈯

開
場
　
午
後
２
時

開
演
　
午
後
２
時
30
分
か
ら
（
90
分
程
度
）

公
演
場
所
　
伊
集
院
文
化
会
館

※

公
演
の
観
覧
に
関
す
る
詳
細
（
応
募
方

法
等
）
は
、
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

募
集
条
件

①
中
学
生
以
上
の
方
（
甲
冑
を
着
用
し
て

演
技
を
行
い
ま
す
）

②
８
月
末
か
ら
本
番
ま
で
10
回
程
度
の
練

習
（
土
日
）
に
参
加
で
き
る
方

③
10
月
25
日
㈮ 
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
必
ず
参

加
で
き
る
こ
と

募
集
定
員
　
20
人
程
度

※

応
募
多
数
の
場
合
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
て
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
次
の
応
募
先
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮
ま
で

【
応
募
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
戦
略
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
０
９

募
集
人
員
　
１
人

業
務
内
容
　
主
に
、
市
内
の
幼
稚
園
や
保

育
園
を
対
象
に
臨
床
心
理
士
と
共
に
定
期

的
に
訪
問
し
、
子
ど
も
の
発
達
状
況
に
関

す
る
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
保
育
士

の
資
格
を
有
す
る
も
の

勤
務
形
態
　
月
13
日
以
内
　
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
の
う
ち 

７
．
５
時
間
以

内勤
務
地
　
本
庁
福
祉
課

賃
金
　
時
間
額 

８
８
０
円

提
出
書
類
　
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録

申
込
書
１
部
（
資
格
を
証
す
る
書
類
の
写

し
を
添
付
）※

用
紙
は
本
庁
お
よ
び
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

提
出
期
限
　
５
月
７
日
㈫ 

午
後
５
時
ま
で

【
提
出
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
１
６

　
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
31

年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
（
確
認
）
審
査
を

実
施
し
ま
す
。

登
録
に
必
要
な
書
類

 

①
新
規
登
録
の
場
合
　
刀
剣
類
発
見
届
出

済
証

②
登
録
証
の
再
交
付
の
場
合
　
再
交
付
申

請
書
・
旧
登
録
証
（
お
持
ち
の
場
合
）

※

事
前
に
旧
登
録
番
号
を
お
知
ら
せ
い
た

だ
い
た
方
の
み
、
当
日
発
行
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

③
登
録
証
の
差
替
交
付
の
場
合
　
差
替
交

付
申
請
書
・
旧
登
録
証

登
録
審
査
手
数
料
（
１
件
あ
た
り
）

・
新
規
登
録
（
審
査
）　
６
３
０
０
円

・
再
交
付
　
３
５
０
０
円

※

審
査
に
は
、
銘
文
な
ど
の
確
認
の
た
め

銃
砲
刀
剣
類
の
分
解
審
査
が
必
要
で
す
。

分
解
は
登
録
審
査
委
員
が
行
い
ま
す
が
、

分
解
の
際
、
物
件
の
保
存
状
態
に
よ
っ
て

は
、
破
損
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
事
前
に
承
諾
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

分
解
し
て
の
持
参
も
で
き
ま
す
が
、
こ
の

場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

登
録
さ
れ
た
古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類

を
譲
り
受
け
、
も
し
く
は
相
続
し
た
場
合

は
、
銃
砲
刀
剣
所
持
等
取
締
法
に
よ
り
、

所
有
者
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
、
鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課

☎ 

２
８
６‐

５
３
５
５

　 

２
８
６‐

５
６
７
５

派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
西
海
岸
を

中
心
と
し
た
選
定
さ
れ
た
地
域
）

日
程
　
２
０
１
９
年
７
月
下
旬
か
ら
８
月

中
旬
ま
で
の
24
日
間※

日
程
は
出
発
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

対
象
者

・
日
置
市
内
に
居
住
し
、
研
修
意
欲
の
あ

る
中
学
生
ま
た
は
高
校
生
で
、
本
事
業
の

未
経
験
者

・
事
前
研
修
、
事
後
研
修
な
ど
を
受
講
で

き
る
者

選
考
人
数
　
６
人
（
派
遣
者
は
選
考
委
員

会
に
て
決
定
）

選
考
方
法

書
類
審
査
（
作
文
を
含
む
）、
面
接

面
接
日
　
５
月
21
日
㈫ 

午
後
６
時
30
分
か

ら面
接
会
場
　
市
中
央
公
民
館

研
修
費
用

個
人
負
担
額
　
25
万
８
０
０
０
円
（
予
定
）

※

研
修
費
用
の
他
に
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
経

費
や
空
港
施
設
使
用
料
、燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
料
、
任
意
の
海
外
旅
行
保
険
な
ど
、
個

人
的
経
費
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
本
庁
社
会
教
育
課
、
ま
た
は

各
支
所
教
育
振
興
課
に
備
え
付
け
の
「
参

加
申
込
書
（
学
校
長
の
承
認
印
が
必
要
）」

「
作
文
用
紙
」「
健
康
調
査
票
」を
記
入
の
上
、

次
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
５
月
７
日
㈫ ※

期
限
厳
守

※

諸
般
の
国
際
情
勢
等
に
よ
り
、
や
む
を

得
ず
事
業
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎ 

２
４
８‐
９
４
３
２

東
市
来
支
所
教
育
振
興
課

☎ 

２
７
４‐

２
１
１
５

日
吉
支
所
教
育
振
興
課

☎ 

２
９
２‐

２
１
１
５

吹
上
支
所
教
育
振
興
課

☎ 

２
９
６‐

２
１
２
４

　
日
置
市
に
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
ふ

る
さ
と
港
ま
つ
り
」
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
魚

の
つ
か
み
捕
り
大
会
を
は
じ
め
、
漁
船
の

乗
船
体
験
、
芸
能
発
表
、
鮮
魚
な
ど
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
だ
ち
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
28
日
㈰ 

午
前
９
時
か
ら
　

※

雨
天
決
行

場
所
　
江
口
漁
港
（
東
市
来
町
伊
作
田
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
江
口
漁
業
協
同
組
合
） 

☎ 

２
７
４‐

２
３
２
６

広報 ひおき

　（自分の情報を記入）

１．郵便番号
２．住所
３．名前（ふりがな）
４．電話番号
５．年齢
６．職業
７．応募動機

自分の住所
自分の氏名　行

自 分 の 郵 便 番 号

返 信

（返信 オモテ面） （往信 ウラ面）

（こちらは白紙のままで）

日置市伊集院町一丁目
100 番地

８ ９ ９ ２ ５ ９ ２

往 信

（往信 オモテ面） （返信 ウラ面）

日置市役所商工観光課
観光戦略係　御中

「
島
津
義
弘
公
没
後
４
０
０
年
記
念

事
業
」
演
劇
公
演
の
参
加
者
募
集

平
成
31
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
に
つ
い
て

日
置
市
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
に

つ
い
て

第
27
回
ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り

①午前 10 時～正午
②午後１時～午後３時
※午後２時 30 分まで
にお越しください。

　　　審査場所

鹿児島県青少年会館
１階音楽室兼視聴覚室

未定

鹿児島県青少年会館
３階洋会議室

審査日時

巡
回
支
援
専
門
員
の
募
集
に
つ
い

て

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

5月14日(火)

7月  9日(火)

9月10日(火)

11月12日(火)

1月14日(火)

FAX
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※市役所各課の電話番号は全て直通になっています。
　お掛け間違いのないようお気を付けください。

　
島
津
義
弘
公
没
後
４
０
０
年
記
念
事
業

で
１
６
０
０
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
で
の「
島

津
の
退
き
口
」
を
描
く
演
劇
の
公
演
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
劇
団
員
と
一

緒
に
演
劇
に
参
加
い
た
だ
け
る
方
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
劇
団
員
の
一
員
と
し
て
演
劇
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

公
演

島
津
義
弘
公
没
後
４
０
０
年
記
念
事
業

「
生
還
〜
島
津
と
燃
ゆ
る
武
士(

も
の
の

ふ)

達
（
仮
称
）」

公
演
日
時
　
10
月
26
日
㈯

開
場
　
午
後
２
時

開
演
　
午
後
２
時
30
分
か
ら
（
90
分
程
度
）

公
演
場
所
　
伊
集
院
文
化
会
館

※

公
演
の
観
覧
に
関
す
る
詳
細
（
応
募
方

法
等
）
は
、
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

募
集
条
件

①
中
学
生
以
上
の
方
（
甲
冑
を
着
用
し
て

演
技
を
行
い
ま
す
）

②
８
月
末
か
ら
本
番
ま
で
10
回
程
度
の
練

習
（
土
日
）
に
参
加
で
き
る
方

③
10
月
25
日
㈮ 
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
必
ず
参

加
で
き
る
こ
と

募
集
定
員
　
20
人
程
度

※

応
募
多
数
の
場
合
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
て
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
次
の
応
募
先
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮
ま
で

【
応
募
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
戦
略
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
０
９

募
集
人
員
　
１
人

業
務
内
容
　
主
に
、
市
内
の
幼
稚
園
や
保

育
園
を
対
象
に
臨
床
心
理
士
と
共
に
定
期

的
に
訪
問
し
、
子
ど
も
の
発
達
状
況
に
関

す
る
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
保
育
士

の
資
格
を
有
す
る
も
の

勤
務
形
態
　
月
13
日
以
内
　
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
の
う
ち 

７
．
５
時
間
以

内勤
務
地
　
本
庁
福
祉
課

賃
金
　
時
間
額 

８
８
０
円

提
出
書
類
　
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録

申
込
書
１
部
（
資
格
を
証
す
る
書
類
の
写

し
を
添
付
）※

用
紙
は
本
庁
お
よ
び
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

提
出
期
限
　
５
月
７
日
㈫ 

午
後
５
時
ま
で

【
提
出
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
１
６

　
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
31

年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
（
確
認
）
審
査
を

実
施
し
ま
す
。

登
録
に
必
要
な
書
類

 

①
新
規
登
録
の
場
合
　
刀
剣
類
発
見
届
出

済
証

②
登
録
証
の
再
交
付
の
場
合
　
再
交
付
申

請
書
・
旧
登
録
証
（
お
持
ち
の
場
合
）

※

事
前
に
旧
登
録
番
号
を
お
知
ら
せ
い
た

だ
い
た
方
の
み
、
当
日
発
行
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

③
登
録
証
の
差
替
交
付
の
場
合
　
差
替
交

付
申
請
書
・
旧
登
録
証

登
録
審
査
手
数
料
（
１
件
あ
た
り
）

・
新
規
登
録
（
審
査
）　
６
３
０
０
円

・
再
交
付
　
３
５
０
０
円

※

審
査
に
は
、
銘
文
な
ど
の
確
認
の
た
め

銃
砲
刀
剣
類
の
分
解
審
査
が
必
要
で
す
。

分
解
は
登
録
審
査
委
員
が
行
い
ま
す
が
、

分
解
の
際
、
物
件
の
保
存
状
態
に
よ
っ
て

は
、
破
損
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
事
前
に
承
諾
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

分
解
し
て
の
持
参
も
で
き
ま
す
が
、
こ
の

場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

登
録
さ
れ
た
古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類

を
譲
り
受
け
、
も
し
く
は
相
続
し
た
場
合

は
、
銃
砲
刀
剣
所
持
等
取
締
法
に
よ
り
、

所
有
者
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
、
鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課

☎ 

２
８
６‐

５
３
５
５

　 

２
８
６‐

５
６
７
５

派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
西
海
岸
を

中
心
と
し
た
選
定
さ
れ
た
地
域
）

日
程
　
２
０
１
９
年
７
月
下
旬
か
ら
８
月

中
旬
ま
で
の
24
日
間※

日
程
は
出
発
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

対
象
者

・
日
置
市
内
に
居
住
し
、
研
修
意
欲
の
あ

る
中
学
生
ま
た
は
高
校
生
で
、
本
事
業
の

未
経
験
者

・
事
前
研
修
、
事
後
研
修
な
ど
を
受
講
で

き
る
者

選
考
人
数
　
６
人
（
派
遣
者
は
選
考
委
員

会
に
て
決
定
）

選
考
方
法

書
類
審
査
（
作
文
を
含
む
）、
面
接

面
接
日
　
５
月
21
日
㈫ 

午
後
６
時
30
分
か

ら面
接
会
場
　
市
中
央
公
民
館

研
修
費
用

個
人
負
担
額
　
25
万
８
０
０
０
円
（
予
定
）

※

研
修
費
用
の
他
に
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
経

費
や
空
港
施
設
使
用
料
、燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
料
、
任
意
の
海
外
旅
行
保
険
な
ど
、
個

人
的
経
費
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
本
庁
社
会
教
育
課
、
ま
た
は

各
支
所
教
育
振
興
課
に
備
え
付
け
の
「
参

加
申
込
書
（
学
校
長
の
承
認
印
が
必
要
）」

「
作
文
用
紙
」「
健
康
調
査
票
」を
記
入
の
上
、

次
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
５
月
７
日
㈫ ※

期
限
厳
守

※

諸
般
の
国
際
情
勢
等
に
よ
り
、
や
む
を

得
ず
事
業
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
３
２

東
市
来
支
所
教
育
振
興
課

☎ 

２
７
４‐

２
１
１
５

日
吉
支
所
教
育
振
興
課

☎ 

２
９
２‐

２
１
１
５

吹
上
支
所
教
育
振
興
課

☎ 

２
９
６‐

２
１
２
４

　
日
置
市
に
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
ふ

る
さ
と
港
ま
つ
り
」
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
魚

の
つ
か
み
捕
り
大
会
を
は
じ
め
、
漁
船
の

乗
船
体
験
、
芸
能
発
表
、
鮮
魚
な
ど
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
だ
ち
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
28
日
㈰ 

午
前
９
時
か
ら
　

※

雨
天
決
行

場
所
　
江
口
漁
港
（
東
市
来
町
伊
作
田
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
江
口
漁
業
協
同
組
合
） 

☎ 

２
７
４‐

２
３
２
６

広報 ひおき

　（自分の情報を記入）

１．郵便番号
２．住所
３．名前（ふりがな）
４．電話番号
５．年齢
６．職業
７．応募動機

自分の住所
自分の氏名　行

自 分 の 郵 便 番 号

返 信

（返信 オモテ面） （往信 ウラ面）

（こちらは白紙のままで）

日置市伊集院町一丁目
100 番地

８ ９ ９ ２ ５ ９ ２

往 信

（往信 オモテ面） （返信 ウラ面）

日置市役所商工観光課
観光戦略係　御中

「
島
津
義
弘
公
没
後
４
０
０
年
記
念

事
業
」
演
劇
公
演
の
参
加
者
募
集

平
成
31
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
に
つ
い
て

日
置
市
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
に

つ
い
て

第
27
回
ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り

①午前 10 時～正午
②午後１時～午後３時
※午後２時 30 分まで
にお越しください。

　　　審査場所

鹿児島県青少年会館
１階音楽室兼視聴覚室

未定

鹿児島県青少年会館
３階洋会議室

審査日時

巡
回
支
援
専
門
員
の
募
集
に
つ
い

て

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

5月14日(火)

7月  9日(火)

9月10日(火)

11月12日(火)

1月14日(火)

FAX
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開催日

４月 23 日
（火）
５月 28 日

（火）

場所

市中央公民館
工作室
吹上支所
２階大会議室

貸
付
金
額
・
募
集
人
員

○
高
校
　
月
額
１
万
円
以
内
　
３
人

○
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
（
以
下
「
大

学
等
」）　
月
額
４
万
円
以
内
　
４
人

資
格
要
件

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

①
学
校
に
入
学
お
よ
び
在
学
し
よ
う
と
す

る
者

②
他
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
な
い
者

③
本
人
お
よ
び
そ
の
保
護
者
、
連
帯
保
証

人
が
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

④（
大
学
等
の
み
の
要
件
）
卒
業
後
、
５
年

以
上
市
内
に
在
住
し
、
県
内
で
就
業
す
る

意
思
を
有
す
る
者

※

貸
付
期
間
は
在
籍
学
校
の
正
規
の
修
業

年
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
留
年
ま
た
は
留

学
の
場
合
に
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

選
考
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

○
高
校

① 

全
履
修
教
科
に
お
け
る
学
業
成
績
の
評

定
平
均
値
が
５
段
階
評
価
で
お
お
む
ね
３
．

５
以
上
で
あ
る
こ
と

② 

特
定
の
分
野
に
お
い
て
、
特
に
優
れ
た

資
質
能
力
（
全
国
大
会
お
よ
び
九
州
大
会

に
出
場
）
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

○
大
学
等
　

①
高
等
学
校
等
で
１
年
か
ら
出
願
時
ま
で

の
全
履
修
５
段
階
評
価
で
お
お
む
ね
４
．

５
以
上
で
あ
る
こ
と

②
卒
業
後
、
５
年
以
上
市
内
に
在
住
し
、

県
内
で
就
業
す
る
意
思
を
有
す
る
こ
と

免
除
　
大
学
等
で
奨
学
金
を
利
用
さ
れ
た

場
合
に
は
、
卒
業
後
、
５
年
以
上
市
内
に

在
住
し
、
県
内
で
就
業
し
た
場
合
、
卒
業

後
６
年
目
か
ら
毎
年
返
還
金
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
借
入
総
額
２
分
の
１
を
免
除

提
出
書
類

①
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
日
置
市
奨
学
生
推
薦
調
書
（
様
式
第
２

号
）。
た
だ
し
、
大
学
等
の
進
学
の
場
合
に

は
調
査
書
（
高
校
在
学
中
の
全
学
年
の
も

の
）

③
世
帯
全
員
分
の
所
得
証
明
書
（
市
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

④
全
国
お
よ
び
九
州
大
会
に
出
場
し
た
学

校
の
証
明
等
（
高
校
生
の
奨
学
金
の
場
合
）

募
集
受
付

４
月
26
日
㈮
ま
で
（
期
限
厳
守
）

※

決
定
は
、
選
考
委
員
会
を
経
て
５
月
下

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
２
６

　
地
域
の
互
助
活
動
の
活
性
化
と
高
齢
者

等
を
地
域
で
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
推

進
の
た
め
、「
子
ど
も
支
援
も
ポ
イ
ン
ト

ア
ッ
プ
！
元
気
度
ア
ッ
プ
！
推
進
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
平
成
31
年
度
か
ら
は
子

育
て
支
援
に
対
し
て
、
新
た
な
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
導
入
し
て
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
　
65
歳
以
上
（
日
置
市
第
１
号
被

保
険
者
）
の
方
が
半
数
以
上
で
か
つ
３
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ

内
容
　
市
に
登
録
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
継

続
的
で
１
日
１
時
間
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１

ポ
イ
ン
ト
（
千
円
）
加
算
さ
れ
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
に
よ
り
地
域
商
品
券
（
と
く
と
く

ひ
お
き
券
）
と
交
換
で
き
ま
す
。

【
申
請
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
４
８‐

９
４
２
３

対
象
者
　
日
置
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な

修
繕
工
事
等
に
つ
い
て
、
契
約
希
望
者
と

し
て
登
録
を
希
望
す
る
方
。
な
お
、
現
在
、

小
規
模
修
繕
工
事
等
契
約
希
望
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
31
年
５
月

31
日
で
有
効
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
６
月

１
日
以
降
も
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申

請
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
　
４
月
22
日
㈪
か
ら
　※

土
・

日
・
祝
日
は
除
く

申
請
書
入
手
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
入
札
・
契
約
」

↓「
入
札
参
加
資
格
」↓「
小
規
模
修
繕
工
事

等
契
約
希
望
者
登
録
制
度
に
つ
い
て
」）。

本
庁
財
政
管
財
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

【
提
出
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
財
政
管
財
課
監
理
管
財
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
０
２

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

に
際
し
、
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日
時
　
５
月
１
日
㈬  

午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

開
設
す
る
窓
口
　
日
置
市
役
所
本
庁
舎

※

支
所
の
開
設
は
あ
り
ま
せ
ん

取
扱
業
務

①
出
生
・
婚
姻
等
戸
籍
届
の
受
付

②
住
所
変
更
の
手
続
き

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
（
交
付
通

知
書
が
届
い
た
方
を
対
象
。
休
日
窓
口
開

設
期
間
に
限
り
、交
付
場
所
が
支
所
と
な
っ

て
い
る
方
も
本
庁
に
お
い
て
交
付
）

④
各
種
証
明
書
発
行

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
市
民
生
活
課
市
民
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
１
４

　
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
接
種
し
た

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
お
た
ふ
く
か

ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
開
始
し
ま
し
た
。
接
種
当
日
、
日
置

市
に
住
所
登
録
が
あ
り
、
接
種
を
希
望
す

る
次
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

 

接
種
に
必
要
な
も
の

①
対
象
者
の
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の（
子

ど
も
医
療
受
給
資
格
者
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）

②
母
子
健
康
手
帳
　
③
自
己
負
担
金

※

市
か
ら
予
診
票
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
に
設
置
し
て
あ
る
予
診
票
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所

・
接
種
費
用
　
日
置
市
の
予
防

接
種
委
託
医
療
機
関
で
接
種
し
、
助
成
額

を
差
し
引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
健
康
保
険
課
保
健
予
防
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
２
１

○
木
工
教
室
　
募
集
人
数
30
人

○
竹
工
教
室
　
募
集
人
数
15
人

○
陶
芸
教
室
　
募
集
人
数
30
人

開
催
時
間
　
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ
し
、

学
生
を
除
く
。
各
教
室
と
も
初
心
者
対
象
。

受
講
期
間
　
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
教
材
費
に
つ

い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
５
月
６
日
㈪

そ
の
他
　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
申
込
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ゆ
す
い
ん
　
☎ 

２
７
２‐

０
１
０
５

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

中
に
開
院
し
て
い
る
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
医
師
会
　  

☎ 

２
７
３‐

６
６
６
９

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

中
に
お
い
て
、
日
置
市
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら

の
ご
み
の
受
け
入
れ
を
、
本
来
の
搬
入
日

で
あ
る
５
月
５
日
に
加
え
、
５
月
１
日
に

も
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
９
２‐

５
８
５
０

日
時
　
６
月
６
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所
　
市
中
央
公
民
館
　
２
階
小
会
議
室

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

相
談
内
容
　
不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

相
談
料
　
無
料

そ
の
他
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎ 

２
５
６‐
０
３
３
５

時
間
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

相
談
内
容
　
相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

相
談
料
　
無
料

そ
の
他
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先
】

種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎ 

２
７
２‐

２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎ 

０
９
０‐

２
７
１
９‐

２
１
１
９

　
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
接
種
し
た

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
お
た
ふ
く
か

ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
開
始
し
ま
し
た
。
接
種
当
日
、
日
置

市
に
住
所
登
録
が
あ
り
、
接
種
を
希
望
す

る
次
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

 

接
種
に
必
要
な
も
の

①
対
象
者
の
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の（
子

ど
も
医
療
受
給
資
格
者
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）

②
母
子
健
康
手
帳
　
③
自
己
負
担
金

※

市
か
ら
予
診
票
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
に
設
置
し
て
あ
る
予
診
票
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所

・
接
種
費
用
　
日
置
市
の
予
防

接
種
委
託
医
療
機
関
で
接
種
し
、
助
成
額

を
差
し
引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
健
康
保
険
課
保
健
予
防
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
２
１

○
木
工
教
室
　
募
集
人
数
30
人

○
竹
工
教
室
　
募
集
人
数
15
人

○
陶
芸
教
室
　
募
集
人
数
30
人

開
催
時
間
　
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ
し
、

学
生
を
除
く
。
各
教
室
と
も
初
心
者
対
象
。

受
講
期
間
　
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
教
材
費
に
つ

い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
５
月
６
日
㈪

そ
の
他
　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
申
込
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ゆ
す
い
ん
　
☎ 

２
７
２‐

０
１
０
５

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

中
に
開
院
し
て
い
る
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
医
師
会
　  

☎ 

２
７
３‐

６
６
６
９

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

中
に
お
い
て
、
日
置
市
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら

の
ご
み
の
受
け
入
れ
を
、
本
来
の
搬
入
日

で
あ
る
５
月
５
日
に
加
え
、
５
月
１
日
に

も
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
９
２‐

５
８
５
０

日
時
　
６
月
６
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所
　
市
中
央
公
民
館
　
２
階
小
会
議
室

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

相
談
内
容
　
不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

相
談
料
　
無
料

そ
の
他
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎ 

２
５
６‐
０
３
３
５

時
間
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

相
談
内
容
　
相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

相
談
料
　
無
料

そ
の
他
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先
】

種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎ 

２
７
２‐

２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎ 

０
９
０‐

２
７
１
９‐

２
１
１
９

平
成
31
年
度
日
置
市
奨
学
資
金

貸
付
制
度
の
募
集(

第
２
回)

子
ど
も
支
援
も
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
！
元

気
度
ア
ッ
プ
！
推
進
事
業
に
つ
い
て

日
置
市
小
規
模
修
繕
工
事
等
契
約
希
望

者
登
録
制
度
の
登
録
申
請
に
つ
い
て

休
日
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

任
意
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
つ

い
て１価ワクチン

（ロタリックス）
５価ワクチン

（ロタテック）

ロタウイルス

ワクチンの種類 接種期間

生後６週から生後 24 週
（生後 168 日）まで
生後６週から生後 32 週

（生後 224 日）まで

接種
回数

助成額
（１回あたり）

※腸重積症のリスクが高まるとの報告があるため、初回接種は生後 14 週６日
までに受けてください。初回接種は 15 週以降の場合は助成対象外です。

１歳以上小学校就
学前までの幼児

おたふくかぜ

対象者 おすすめの接種時期

・１歳になったら早めに
・小学校就学前の１年間

接種
回数

２回

助成額
（１回あたり）

3,000 円

司
法
書
士
に
よ
る
登
記

・
法
律

相
談
所
開
設
に
つ
い
て

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

の
開
催
に
つ
い
て

ゆ
す
い
ん
工
芸
教
室
の
受
講
生

募
集
に
つ
い
て

連
休
中
の
県
内
の
医
療
提
供
体
制

に
つ
い
て

連
休
中
の
一
般
家
庭
ご
み
の
自
己

搬
入
日
に
つ
い
て

7,000 円

4,500 円

2 回

3 回
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開催日

４月 23 日
（火）
５月 28 日

（火）

場所

市中央公民館
工作室
吹上支所
２階大会議室

貸
付
金
額
・
募
集
人
員

○
高
校
　
月
額
１
万
円
以
内
　
３
人

○
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
（
以
下
「
大

学
等
」）　
月
額
４
万
円
以
内
　
４
人

資
格
要
件

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

①
学
校
に
入
学
お
よ
び
在
学
し
よ
う
と
す

る
者

②
他
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
な
い
者

③
本
人
お
よ
び
そ
の
保
護
者
、
連
帯
保
証

人
が
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

④（
大
学
等
の
み
の
要
件
）
卒
業
後
、
５
年

以
上
市
内
に
在
住
し
、
県
内
で
就
業
す
る

意
思
を
有
す
る
者

※

貸
付
期
間
は
在
籍
学
校
の
正
規
の
修
業

年
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
留
年
ま
た
は
留

学
の
場
合
に
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

選
考
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

○
高
校

① 

全
履
修
教
科
に
お
け
る
学
業
成
績
の
評

定
平
均
値
が
５
段
階
評
価
で
お
お
む
ね
３
．

５
以
上
で
あ
る
こ
と

② 

特
定
の
分
野
に
お
い
て
、
特
に
優
れ
た

資
質
能
力
（
全
国
大
会
お
よ
び
九
州
大
会

に
出
場
）
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

○
大
学
等
　

①
高
等
学
校
等
で
１
年
か
ら
出
願
時
ま
で

の
全
履
修
５
段
階
評
価
で
お
お
む
ね
４
．

５
以
上
で
あ
る
こ
と

②
卒
業
後
、
５
年
以
上
市
内
に
在
住
し
、

県
内
で
就
業
す
る
意
思
を
有
す
る
こ
と

免
除
　
大
学
等
で
奨
学
金
を
利
用
さ
れ
た

場
合
に
は
、
卒
業
後
、
５
年
以
上
市
内
に

在
住
し
、
県
内
で
就
業
し
た
場
合
、
卒
業

後
６
年
目
か
ら
毎
年
返
還
金
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
借
入
総
額
２
分
の
１
を
免
除

提
出
書
類

①
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
日
置
市
奨
学
生
推
薦
調
書
（
様
式
第
２

号
）。
た
だ
し
、
大
学
等
の
進
学
の
場
合
に

は
調
査
書
（
高
校
在
学
中
の
全
学
年
の
も

の
）

③
世
帯
全
員
分
の
所
得
証
明
書
（
市
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

④
全
国
お
よ
び
九
州
大
会
に
出
場
し
た
学

校
の
証
明
等
（
高
校
生
の
奨
学
金
の
場
合
）

募
集
受
付

４
月
26
日
㈮
ま
で
（
期
限
厳
守
）

※

決
定
は
、
選
考
委
員
会
を
経
て
５
月
下

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
２
６

　
地
域
の
互
助
活
動
の
活
性
化
と
高
齢
者

等
を
地
域
で
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
推

進
の
た
め
、「
子
ど
も
支
援
も
ポ
イ
ン
ト

ア
ッ
プ
！
元
気
度
ア
ッ
プ
！
推
進
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
平
成
31
年
度
か
ら
は
子

育
て
支
援
に
対
し
て
、
新
た
な
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
導
入
し
て
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
　
65
歳
以
上
（
日
置
市
第
１
号
被

保
険
者
）
の
方
が
半
数
以
上
で
か
つ
３
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ

内
容
　
市
に
登
録
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
継

続
的
で
１
日
１
時
間
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１

ポ
イ
ン
ト
（
千
円
）
加
算
さ
れ
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
に
よ
り
地
域
商
品
券
（
と
く
と
く

ひ
お
き
券
）
と
交
換
で
き
ま
す
。

【
申
請
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
４
８‐

９
４
２
３

対
象
者
　
日
置
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な

修
繕
工
事
等
に
つ
い
て
、
契
約
希
望
者
と

し
て
登
録
を
希
望
す
る
方
。
な
お
、
現
在
、

小
規
模
修
繕
工
事
等
契
約
希
望
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
31
年
５
月

31
日
で
有
効
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
６
月

１
日
以
降
も
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申

請
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
　
４
月
22
日
㈪
か
ら
　※

土
・

日
・
祝
日
は
除
く

申
請
書
入
手
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
入
札
・
契
約
」

↓「
入
札
参
加
資
格
」↓「
小
規
模
修
繕
工
事

等
契
約
希
望
者
登
録
制
度
に
つ
い
て
」）。

本
庁
財
政
管
財
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

【
提
出
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
財
政
管
財
課
監
理
管
財
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
０
２

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

に
際
し
、
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日
時
　
５
月
１
日
㈬  

午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

開
設
す
る
窓
口
　
日
置
市
役
所
本
庁
舎

※

支
所
の
開
設
は
あ
り
ま
せ
ん

取
扱
業
務

①
出
生
・
婚
姻
等
戸
籍
届
の
受
付

②
住
所
変
更
の
手
続
き

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
（
交
付
通

知
書
が
届
い
た
方
を
対
象
。
休
日
窓
口
開

設
期
間
に
限
り
、交
付
場
所
が
支
所
と
な
っ

て
い
る
方
も
本
庁
に
お
い
て
交
付
）

④
各
種
証
明
書
発
行

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
市
民
生
活
課
市
民
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
１
４

　
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
接
種
し
た

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
お
た
ふ
く
か

ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
開
始
し
ま
し
た
。
接
種
当
日
、
日
置

市
に
住
所
登
録
が
あ
り
、
接
種
を
希
望
す

る
次
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

 

接
種
に
必
要
な
も
の

①
対
象
者
の
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の（
子

ど
も
医
療
受
給
資
格
者
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）

②
母
子
健
康
手
帳
　
③
自
己
負
担
金

※

市
か
ら
予
診
票
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
に
設
置
し
て
あ
る
予
診
票
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所

・
接
種
費
用
　
日
置
市
の
予
防

接
種
委
託
医
療
機
関
で
接
種
し
、
助
成
額

を
差
し
引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
健
康
保
険
課
保
健
予
防
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
２
１

○
木
工
教
室
　
募
集
人
数
30
人

○
竹
工
教
室
　
募
集
人
数
15
人

○
陶
芸
教
室
　
募
集
人
数
30
人

開
催
時
間
　
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ
し
、

学
生
を
除
く
。
各
教
室
と
も
初
心
者
対
象
。

受
講
期
間
　
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
教
材
費
に
つ

い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
５
月
６
日
㈪

そ
の
他
　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
申
込
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ゆ
す
い
ん
　
☎ 

２
７
２‐

０
１
０
５

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

中
に
開
院
し
て
い
る
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
医
師
会
　  

☎ 

２
７
３‐

６
６
６
９

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

中
に
お
い
て
、
日
置
市
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら

の
ご
み
の
受
け
入
れ
を
、
本
来
の
搬
入
日

で
あ
る
５
月
５
日
に
加
え
、
５
月
１
日
に

も
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
９
２‐

５
８
５
０

日
時
　
６
月
６
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所
　
市
中
央
公
民
館
　
２
階
小
会
議
室

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

相
談
内
容
　
不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

相
談
料
　
無
料

そ
の
他
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎ 

２
５
６‐

０
３
３
５

時
間
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

相
談
内
容
　
相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

相
談
料
　
無
料

そ
の
他
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先
】

種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎ 

２
７
２‐

２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎ 

０
９
０‐

２
７
１
９‐

２
１
１
９

　
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
接
種
し
た

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
お
た
ふ
く
か

ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
開
始
し
ま
し
た
。
接
種
当
日
、
日
置

市
に
住
所
登
録
が
あ
り
、
接
種
を
希
望
す

る
次
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

 

接
種
に
必
要
な
も
の

①
対
象
者
の
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の（
子

ど
も
医
療
受
給
資
格
者
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）

②
母
子
健
康
手
帳
　
③
自
己
負
担
金

※

市
か
ら
予
診
票
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
に
設
置
し
て
あ
る
予
診
票
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所

・
接
種
費
用
　
日
置
市
の
予
防

接
種
委
託
医
療
機
関
で
接
種
し
、
助
成
額

を
差
し
引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
健
康
保
険
課
保
健
予
防
係

☎ 

２
４
８‐

９
４
２
１

○
木
工
教
室
　
募
集
人
数
30
人

○
竹
工
教
室
　
募
集
人
数
15
人

○
陶
芸
教
室
　
募
集
人
数
30
人

開
催
時
間
　
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ
し
、

学
生
を
除
く
。
各
教
室
と
も
初
心
者
対
象
。

受
講
期
間
　
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
教
材
費
に
つ

い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
５
月
６
日
㈪

そ
の
他
　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
申
込
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ゆ
す
い
ん
　
☎ 

２
７
２‐

０
１
０
５

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

中
に
開
院
し
て
い
る
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
医
師
会
　  

☎ 

２
７
３‐

６
６
６
９

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
大
型
連
休

中
に
お
い
て
、
日
置
市
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら

の
ご
み
の
受
け
入
れ
を
、
本
来
の
搬
入
日

で
あ
る
５
月
５
日
に
加
え
、
５
月
１
日
に

も
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
９
２‐

５
８
５
０

日
時
　
６
月
６
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所
　
市
中
央
公
民
館
　
２
階
小
会
議
室

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

相
談
内
容
　
不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

相
談
料
　
無
料

そ
の
他
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先

・
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　市民向け講演

会として鹿児島大

学病院から緩和ケ

ア認定看護師を

招き開催しました。

　病気や介護が必要になった時、どのように暮らした

いか、もしもの時のことについて、あらかじめ考える意

味について、思いを深める貴重な時間となりました。

　意思表示の大切さを知った、家族と思いを共有し

ていきたい、話し合う機会を持つことが大事、といった

感想が参加者から多く聞かれました。

読むと行きたくなる、行く
と住みたくなる！旅好きの
夫婦が独自の視点で「旅
行」以上「移住」未満の鹿
児島の新しい楽しみ方と土
地の魅力をゆるりと紹介し
ます。43市町村移住・定
住サポート策一覧も収録。

日置市立図書館ホームページ 検 索

大沢玲子/著
ファーストステップ/刊

おすすめ本紹介

おすすめ本紹介 ちょっとひと息

今月のイチ押し!!今月のイチ押し!!

ひよし
図書館 東市来

図書館

　４月は異動の多い月。日置市に転入さ
れた方とそのご家族、日置市内の学校に
進学されたり、職場変更になられたりし
た皆さま。ご入学、ご栄転、おめでとう
ございます。日置市は旧町に４図書館が
設置されており、「市民の総ぐるみの読
書活動」の充実・推進を目指して、市内
に居住する方はもとより、市内の企業や
学校に在籍する方々にもご活用いただけ
るよう「愛され、役に立ち、利用される
図書館」づくりに取り組んでおります。
日置市へ転入・入学の手続きが済まれま
したら、「図書館利用者カード」作成に
最寄りの日置市立図書館をお訪ねくださ
い。お待ちしております。

図 書 館 長 の ひとり言イ ベ ン ト 情 報
『ようこそ日置市へ・図書館へ』

ミカエル・エスコフィエ/作　ポプラ社/刊検見﨑聡美/著　主婦の友社/刊

中央
図書館

鹿児島ガイド
鹿児島大学法文学部/編　昭和堂/刊

ふきあげ
図書館

昨年はＮＨＫ大河ドラマの放送で、幕末・
維新の鹿児島に注目が
集 ま り ま し た。し か
し、鹿児島の魅力はそ
れだけではありませ
ん。鹿児島の豊かな歴
史と文化を、最新の研
究成果に基づき、研究
者がやさしく解説しま
す。鹿児島の新たな一
面を発見する１冊。

佐久間博/文　汐文社/刊

子どもたちの寛容性や許容性を育む
「心のビタミン」。
山下泰裕、鈴木イ
チロー、大坂なお
み、レ デ ィ ・ ガ
ガ、タモリ、樹木
希林・・・。「プラ
ス思考」を促す、
スポーツ界・芸能
界の著名人の名言
50を紹介する。

少ない材料で簡単調理。飽きのこない味で
お財布にやさしい料理を、ジャンルごとに

分けて紹介します。
また、初心者向けに
調味料の揃え方から
下ごしらえ、火加減
なども丁寧に解説。
若者からお年寄りま
で、みんな食べたく
な る 全 １ ０ ８ 品 で
す。

マカロン夫妻の家に、
ピエールというこども
がやって来ることにな
りました。最初のうち、
ピエールは「かんぺき
なこども」にみえたの
ですが・・・。「家族」
について考えさせられ
る、フランスのユーモ
ア絵本。

-    Ｇｏ    ｔｏ    Ｌｉｂｒａｒｉｅｓ    -

きみを変える50の名言
たび活×住み活

これが正解
かんぺきなこども

毎週木曜日、４月16日(火)
毎週月曜日、４月26日(金)
毎週月曜日、５月10日(金)
毎週月曜日、４月19日(金)

273-6886
274-9610
292-2001
245-1711

図書館友の会
むぎばたけのおはなし会
みつばち文庫のおはなし会
どようおはなし会
ファミリーおはなし会
こけけおはなし会スペシャル
おはなし会
成人読書会
おはなし会（ぽけっとファンタジー）
赤ちゃんのおはなし会
おはなし会

４月23日（火）９：30～
４月24日（水）、５月８日（水）15：15～
４月27日（土）11：00～
５月 ４日（土）10：30～
５月11日（土）10：30～
５月25日（土）10：00～
５月11日（土）14：30～
５月15日（水）10：00～
４月27日（土）14：00～
５月 ４日（土）10：30～
５月11日（土）14：00～

中央図書館

イベント名 日　　　時場　　所

ひよし図書館

東市来図書館

ふきあげ図書館

中央図書館
東市来図書館
ひよし図書館
ふきあげ図書館

９：00～19：00
図　書　館 開　館　時　間 休　館　日 電　話

開 館 情 報

ごはんスタートブック

in 鹿児島

大学的

ひとり暮らし

９：00～18：00
９：00～17：00（土・日・祝日）

図書贈呈式

　今年新成人を迎えたみなさんから、生まれ育っ
た地域への恩返しとして、市内の図書館に図書を
寄贈する図書贈呈式が日置市立中央図書館であり
ました。これは、後輩である子どもたちに少しで
も「本」に親しみを持ってもらえればと成人式実
行委員会が企画したもので、今年の成人式参加者

415人から図書購入費
を募り、図書約120冊
が贈られました。寄贈
された図書は「新成人
寄贈図書」のスタンプ
を押し、市内図書館に
配置されます。

東市来
図書館

オススメ!

ひおき

 
 

 

 

11 月 30 日（いい看取り・看取られ）を「人生会議の日」とし
人生の最終段階における医療・ケアについて考える日とされました

自分が望む医療やケアに
ついて考えてみませんか

住み慣れた地域で安心して最期まで過ごすために

もしもの時に備えて、自らが希望する医療やケアを受けるために、大切にしていることや望んでいること、

どこでどのような医療やケアを望むかを、自分自身で前もって考え、周囲の信頼する人たちと話し合い共

有する取り組み（アドバンス・ケア・プランニング）が進められています！

人生会議はどのようにする？(例 )

あなたが
大切にしている
ことは何ですか？

あなたが
大切にしている
ことは何ですか？

あなたが
信頼できる

人は誰ですか？

あなたが
信頼できる

人は誰ですか？

話し合いの結果を
大切な人たちに
伝えて共有しました

話し合いの結果を
大切な人たちに
伝えて共有しました

信頼できる人や
医療・ケアチームと
話し合いましたか？

信頼できる人や
医療・ケアチームと
話し合いましたか？

アドバンス（前もって）

（医療やケアを）ケア

（計画する）プランニング

心身の状況に応じて意思は変化することがあるため
何度でも繰り返し考え話し合いましょう。

※この取り組みについては知りたくない、考えたくない方への十分な配慮が必要です。

在宅医療と介護をつなぐ講演会を開催

みんなですすめる人生会議
～もしもの時の話を元気なうちに～

2月7日(日置市中央公民館)

なぜ「もしものこと」を話し合う必要があるの？

命の危険が迫った時に、約70％の人が、これからの治療やケア
について自分で決めたり、人に伝えたりすることができなくなると
言われています。

治療やケアに関する考えを、大切な人と話し合っておくと「もしものとき」
に、自分の考えに沿った治療やケアを、受けることができるようになりやす
いと、言われています。

気持ちは“揺らぐ・ためらう・迷う”の思いとともに

病気になった時は、気持ちが揺らぎやすいものです。

一度決めた意思決定は、いつでも変更できます。あなた自身や周囲の方
にとって、どのような選択が一番良いのか、繰り返し考え話し合い、思い
を共有することが大切です。

【在宅医療と介護に関するお問い合わせ先】

日置市地域包括支援センター　248-9423
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※この取り組みについては知りたくない、考えたくない方への十分な配慮が必要です。

在宅医療と介護をつなぐ講演会を開催

みんなですすめる人生会議
～もしもの時の話を元気なうちに～

2月7日(日置市中央公民館)

なぜ「もしものこと」を話し合う必要があるの？

命の危険が迫った時に、約70％の人が、これからの治療やケア
について自分で決めたり、人に伝えたりすることができなくなると
言われています。

治療やケアに関する考えを、大切な人と話し合っておくと「もしものとき」
に、自分の考えに沿った治療やケアを、受けることができるようになりやす
いと、言われています。

気持ちは“揺らぐ・ためらう・迷う”の思いとともに

病気になった時は、気持ちが揺らぎやすいものです。

一度決めた意思決定は、いつでも変更できます。あなた自身や周囲の方
にとって、どのような選択が一番良いのか、繰り返し考え話し合い、思い
を共有することが大切です。

【在宅医療と介護に関するお問い合わせ先】

日置市地域包括支援センター　248-9423
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り
が
薄
暗
く
な
り
始
め
た
頃
、
日
置
市
中
央
公

　
　
　
民
館
に
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
響

き
始
め
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
日
置
市
ジ
ュ

ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
練
習
で
は
、
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
、
団
員
た
ち
が
真
剣
に
、
時
に
笑
顔
を
見
せ
な
が

ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
心
で
熱
心
に
指
導

す
る
人
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
楽
団
の
指
導
者
を

務
め
る
野
間
芳
人
さ
ん
で
す
。

　
現
在
１
０
０
人
近
く
が
所
属
す
る
日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
平
成
５
年
に
発
足
し
た
伊
集
院
町

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
こ

の
全
国
で
も
珍
し
い
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
「
ゼ
ロ
か

ら
育
て
る
」
と
い
う
方
針
を
も
と
に
、
入
団
に
あ
た
っ

て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
わ
ず
、
初
心
者
か
ら
熟
練
者

ま
で
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
野
間
さ
ん
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
発
足
時
、

伊
集
院
小
学
校
の
教
諭
で
し
た
。
当
時
楽
団
創
設
の
一

助
に
な
れ
ば
と
、
団
員
の
募
集
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
指

導
に
関
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
転
勤
と
な
り

楽
団
か
ら
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
再
び
戻
っ
た
の
は

20
年
ほ
ど
過
ぎ
た
伊
作
小
学
校
校
長
の
時
。
管
楽
器
の

演
奏
者
、
ま
た
指
導
者
と
し
て
楽
団
に
復
帰
し
ま
し

た
。

　
当
時
の
団
員
数
は
60
人
ほ
ど
。
子
ど
も
の
姿
も
あ
り

ま
し
た
が
、
パ
ー
ト
に
よ
っ
て
は
大
人
だ
け
の
と
こ
ろ

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
野
間
さ
ん
は
そ
こ
に
少
し

の
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
話
し
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
か
な
い
と
楽
団
は
先
細
っ
て
い
き
ま
す
。

や
は
り
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。
子
ど
も
た
ち

を
『
育
て
る
』
と
い
う
こ
と
を
抜
き
に
は
で
き
ま
せ

ん
」。
そ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
入
団
に
も
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
指
導
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し
細
や

か
な
指
導
も
行
き
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
ゼ
ロ

か
ら
育
て
る
」
と
い
う
方
針
は
人
づ
て
に
広
が
り
、
う

辺

わ
さ
を
聞
き
つ
け
た
近
隣
市
の
方
々
も
入
団
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　「
聴
き
に
き
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
演
奏
を
し
た
い
」。
野
間
さ
ん
は
楽
団
の
理

念
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。「
そ
の
た
め
に
３
つ
の
心
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
聴
き
に
く
る
方
、
指
導
し
て
く

れ
る
方
に
『
感
謝
す
る
心
』。
そ
し
て
『
学
ぼ
う
と
す

る
心
』。
最
後
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
に
目
配
り
気

配
り
を
欠
か
さ
な
い
『
思
い
や
り
の
心
』
で
す
」。
こ

の
３
つ
の
心
を
信
条
と
し
理
念
を
実
現
さ
せ
た
い
と
話

し
ま
し
た
。

　
伊
作
小
学
校
で
校
長
を
務
め
て
い
た
と
き
、
野
間
さ

ん
は
「
マ
ー
チ
伊
作
」
を
制
作
し
た
こ
と
で
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
昭
和
60
年
、
野
首
、
藤
元
、
平
鹿
倉
、
吹

上
の
４
校
が
伊
作
学
校
小
に
統
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
30
年
の
節
目
を
迎
え
、
廃
校
と
な
っ
た
４
校
の
校
歌

を
復
活
で
き
な
い
か
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。「
廃
校
で

せ
っ
か
く
の
母
校
の
校
歌
が
眠
っ
て
し
ま
う
の
は
も
っ

た
い
な
い
」。
地
域
を
巡
り
楽
譜
を
集
め
、
４
校
の
校

歌
は
見
事
復
活
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
伊
作
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
、
地
域
の
夏
祭
り
で

約
30
年
ぶ
り
に
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
定
年
を
迎
え
た
４
年
前
、
野
間
さ
ん
は
楽
団
の
先
輩

か
ら
タ
ク
ト
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
は

指
導
者
と
し
て
楽
団
の
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
器
楽
の
最
高
峰
。
多
様
で
豊
か
な

表
現
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
弦
楽
器
の
柔
ら
か
さ
に
管

楽
器
の
迫
力
、
ま
た
、
静
け
さ
や
激
し
さ
な
ど
曲
全
体

の
変
化
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」。
指
揮
の
醍
醐
味

は
メ
ン
バ
ー
と
の
対
話
、
と
話
し
ま
す
。
定
期
演
奏
会

な
ど
で
は
本
当
に
楽
し
そ
う
に
指
揮
棒
を
振
る
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
至
高
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

感謝の心、 学びの心、 思いやりの心

３つの”心”が至高のハーモニーを創り出す

感謝の心、 学びの心、 思いやりの心

３つの”心”が至高のハーモニーを創り出す

昭和29年、日吉町日置生まれ。幼い頃より音楽
をたしなみ、教員となってからも小学校で子ど
もたちの金管バンドの指導を行う。伊作小学
校校長時代には、廃校となった４校の校歌を再
現し「マーチ伊作」を制作した。伊集院ジュニ
アオーケストラの発足時から団に関わり、平成
25年より指導者として本格的に参加。現在、指
揮者の１人としてタクトを振るう。

野間 芳人さん

◎日置市ジュニアオーケストラ指導者
のま よしと

日置市ジュニアオーケストラ事務局（本庁社会教育課内）
TEL ２４８-９４３２

【  かっこいい生き方を学ぶ  】

キリトリ線✂

P O S T  C A R D

お手数ですが
62 円切手を
お貼りください

8 9 9 2 5 9 2

日置市役所
総務課秘書広報係

◎ご氏名

◎ご住所

◎ペンネーム

※記入がない場合、イニシャルで掲載します。

フリガナ

年齢／　　　　　歳　　　　　性別／　　男　・　女

電話（　　　　　）　　　　　－

行
（No.168／ 2019.4 月号）

⇧点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

このコーナーは読者の皆さんからの
生の声をご紹介するページです。
本紙への感想、皆さんの日置市での
出来事など、たくさんの声をお聞か
せください。

読者の声

掲示板

◎今月のお題

～先月のお題は『さよなら平成』でした～ ～日置市のこと、身近な話題等なんでもお聞かせください～

今月のお題1 フリートーク2

「平成」というひとつの時代が終わろ
うとしています。もう新しい元号も公
表されているかと思います。次の新し
い時代に対する皆さんの思いを教え
てください。お便りを掲載させていた
だいた方に西酒造株式会社の「家族の
甘酒」をプレゼント。応募締切りは4
月22日(月)当日消印有効です。

「新しい時代に」

※本庁、各支所に読者の声応募BOXも設置してあります。応募BOXの場合は切手もいりませんのでぜひご活用ください!!

小 学４年の息子が学校で、日置市の伝統行事や偉人、文
化財や特産品などいろいろなことについて学んでい

ます。先日「わが町ひおき検定」を受けてました。東市来町に
住み3年が経ちましたが、日置市についてまだまだ知らない
ことが多く、一緒に勉強してみました。息子の試験結果は見
事合格。これからもたくさんのことを学び、成長していく息
子と共に日置市での生活を楽しもうと思います。

（ひお吉くん大好きママ　東市来町　40代女性）

10 歳で平成を迎えた私。誰しもだと思いますが、私にも
いろいろなことがありました。そんな中、そのいろい

ろなことが全て大したことではなかったと思える出来事が。
昨年、娘が生まれてきてくれました。これほどまでに愛おしい
ものかと、夫と共に喜びの毎日です。新しい元号、新しい時代
が平和な世界であることを祈りつつ、家族で支え合い、楽し
い日々を過ごしていきたいです。

（ヒダカヨ　伊集院町　40代女性）

　お便りありがとうございます。
　30年の出来事をなかったかのように思わせる娘さんの誕
生、おめでとうございます。平成もいろいろありましたが、
新年号は平和な日々を願うばかりです。新しい家族と楽し
い思い出がたくさんできるといいですね。

　お便りありがとうございます。
　わが町ひおき検定合格おめでとうございます。普通の検
定や勉強とは違い、息子さんと一緒にゼロから学ぶ勉強
だったので、新鮮だったのではないでしょうか。これから
もいろいろ勉強して「ひおき」を極めてください。

平 成も終わろうとしています。鹿児島でも８・６水害、垂
水豪雨災害と阪神大震災と最近の大阪北部、広島、北

海道と災害の多い時代でした。平成７年は「ボランティア元
年」と注目されるようになりました。被災地に赴いてくださる
方々に頭が下がります。昭和、平成、次代の三代を生きること
が幸せです。高い確率で発生すると言われている「南海トラ
フ地震」十分な備えが必要ですね。

（まんぷく　日吉町　70代女性）

　お便りありがとうございます。
　確かに災害が多かったですね。その度にボランティアの
方々には本当に頭が上がりません。次代はどんな時代にな
るのか、楽しみ半分、不安半分といったところでしょう
か。いずれにしても災害への備えは、しっかりといていか
なければいけませんね。
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に
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
定
年
を
迎
え
た
４
年
前
、
野
間
さ
ん
は
楽
団
の
先
輩

か
ら
タ
ク
ト
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
は

指
導
者
と
し
て
楽
団
の
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
器
楽
の
最
高
峰
。
多
様
で
豊
か
な

表
現
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
弦
楽
器
の
柔
ら
か
さ
に
管

楽
器
の
迫
力
、
ま
た
、
静
け
さ
や
激
し
さ
な
ど
曲
全
体

の
変
化
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」。
指
揮
の
醍
醐
味

は
メ
ン
バ
ー
と
の
対
話
、
と
話
し
ま
す
。
定
期
演
奏
会

な
ど
で
は
本
当
に
楽
し
そ
う
に
指
揮
棒
を
振
る
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
至
高
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

感謝の心、 学びの心、 思いやりの心

３つの”心”が至高のハーモニーを創り出す

感謝の心、 学びの心、 思いやりの心

３つの”心”が至高のハーモニーを創り出す

昭和29年、日吉町日置生まれ。幼い頃より音楽
をたしなみ、教員となってからも小学校で子ど
もたちの金管バンドの指導を行う。伊作小学
校校長時代には、廃校となった４校の校歌を再
現し「マーチ伊作」を制作した。伊集院ジュニ
アオーケストラの発足時から団に関わり、平成
25年より指導者として本格的に参加。現在、指
揮者の１人としてタクトを振るう。

野間 芳人さん

◎日置市ジュニアオーケストラ指導者
のま よしと

日置市ジュニアオーケストラ事務局（本庁社会教育課内）
TEL ２４８-９４３２

【  かっこいい生き方を学ぶ  】

キリトリ線✂

P O S T  C A R D

お手数ですが
62 円切手を
お貼りください

8 9 9 2 5 9 2

日置市役所
総務課秘書広報係

◎ご氏名

◎ご住所

◎ペンネーム

※記入がない場合、イニシャルで掲載します。

フリガナ

年齢／　　　　　歳　　　　　性別／　　男　・　女

電話（　　　　　）　　　　　－

行
（No.168／ 2019.4 月号）

⇧点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

このコーナーは読者の皆さんからの
生の声をご紹介するページです。
本紙への感想、皆さんの日置市での
出来事など、たくさんの声をお聞か
せください。

読者の声

掲示板

◎今月のお題

～先月のお題は『さよなら平成』でした～ ～日置市のこと、身近な話題等なんでもお聞かせください～

今月のお題1 フリートーク2

「平成」というひとつの時代が終わろ
うとしています。もう新しい元号も公
表されているかと思います。次の新し
い時代に対する皆さんの思いを教え
てください。お便りを掲載させていた
だいた方に西酒造株式会社の「家族の
甘酒」をプレゼント。応募締切りは4
月22日(月)当日消印有効です。

「新しい時代に」

※本庁、各支所に読者の声応募BOXも設置してあります。応募BOXの場合は切手もいりませんのでぜひご活用ください!!

小 学４年の息子が学校で、日置市の伝統行事や偉人、文
化財や特産品などいろいろなことについて学んでい

ます。先日「わが町ひおき検定」を受けてました。東市来町に
住み3年が経ちましたが、日置市についてまだまだ知らない
ことが多く、一緒に勉強してみました。息子の試験結果は見
事合格。これからもたくさんのことを学び、成長していく息
子と共に日置市での生活を楽しもうと思います。

（ひお吉くん大好きママ　東市来町　40代女性）

10 歳で平成を迎えた私。誰しもだと思いますが、私にも
いろいろなことがありました。そんな中、そのいろい

ろなことが全て大したことではなかったと思える出来事が。
昨年、娘が生まれてきてくれました。これほどまでに愛おしい
ものかと、夫と共に喜びの毎日です。新しい元号、新しい時代
が平和な世界であることを祈りつつ、家族で支え合い、楽し
い日々を過ごしていきたいです。

（ヒダカヨ　伊集院町　40代女性）

　お便りありがとうございます。
　30年の出来事をなかったかのように思わせる娘さんの誕
生、おめでとうございます。平成もいろいろありましたが、
新年号は平和な日々を願うばかりです。新しい家族と楽し
い思い出がたくさんできるといいですね。

　お便りありがとうございます。
　わが町ひおき検定合格おめでとうございます。普通の検
定や勉強とは違い、息子さんと一緒にゼロから学ぶ勉強
だったので、新鮮だったのではないでしょうか。これから
もいろいろ勉強して「ひおき」を極めてください。

平 成も終わろうとしています。鹿児島でも８・６水害、垂
水豪雨災害と阪神大震災と最近の大阪北部、広島、北

海道と災害の多い時代でした。平成７年は「ボランティア元
年」と注目されるようになりました。被災地に赴いてくださる
方々に頭が下がります。昭和、平成、次代の三代を生きること
が幸せです。高い確率で発生すると言われている「南海トラ
フ地震」十分な備えが必要ですね。

（まんぷく　日吉町　70代女性）

　お便りありがとうございます。
　確かに災害が多かったですね。その度にボランティアの
方々には本当に頭が上がりません。次代はどんな時代にな
るのか、楽しみ半分、不安半分といったところでしょう
か。いずれにしても災害への備えは、しっかりといていか
なければいけませんね。
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① 話題の内容に○をお願いします。　　　　１.今月のお題　　　　　２.フリートーク

③ アンケート：好きな記事を２つ○でお選びください。

プレゼント応募締切：平成31年４月22日(月)※当日消印有効
キリトリ線

１．特集　２．まちの話題　３．行政インフォメーション　４．健幸情報ひおき
５．Life　６．図書館へようこそ！　７．市民の窓　８．編集たいむ

② ①で選択した内容をお書きください。フリートークでは、広報紙を読んだ感想、今後取り上げて
ほしい記事から皆さんの周りであった身近な出来事や話題まで、何でも好きなことをお書きください。
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皆さんの声
待っています。
読者の皆さんの生の声をお
届けする掲示板です。

「今月のお題」から「フリー
トーク」まで、皆さんの生
の声を何でもお待ちしてい
ます。
※個人情報の取り扱い
 ・ご記入いただいた個人情報は、お便

りのご紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

※文書の添削
 ・掲載する文書は、添削させていただ

く場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

✂

◎市の人口（住民基本台帳）

◎地域別人口

総人口／
男　性／
女　性／
世帯数／

48,583人（－77）
22,965人（－45）
25,618人（－32）
22,541世帯（－56）

11,324人
24,977人

4,723人
7,559人

鹿児島県日置市

市　章

市の面積　253.01㎢

東市来地域
伊集院地域
日 吉 地 域
吹 上 地 域

Readers' voice

◎広報紙に広告を載せませんか？
市民の方への企業紹介と市の財源確保や企業の発展に貢献
するために広報紙有料広告を行っています（最終頁参照）。
希望の企業は、下記の広告代理店までご連絡ください。

過去の広報紙を右のＱＲコードからご覧に
なることができます。携帯でチェック!!

◎広報紙に関するお問い合わせ先 過去の広報紙のＱＲコード設置!!
日置市役所 総務課 秘書広報係 日置市伊集院町郡一丁目100番地
☎099（248）9401　FAX：099（273）3063

■平成31年度 日置市有料広告代理店
渕上印刷株式会社 ☎099（268）1002

３月１日現在（前月比）

◎広報紙を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧
めしています。（年間購読料2,000円）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。総務課秘書広報係までご連絡ください(TEL 248-9401)。

6 今月の
プレゼント!

「家族の甘酒」は麹と天然水のみで仕込んだ自然な甘さの甘酒です。アルコール 0%、砂糖、
酸味料、保存料等の添加物は一切含まれておりません。また、原料の米と水は 100％鹿児
島県産にこだわりました。契約農家さんが大事に育ててくれたお米を甘酒仕込み直前に自
家精米し、新鮮なお米を使用しています。仕込み水には鹿児島県日置市吹上町の高峰山系
の伏流水「HOUMEI」を使用しました。爽やかで上品な甘さの甘酒は、冷やしても温め
てもおいしくお飲みいただけます。鹿児島の自然の恵みを感じていただける甘酒です。

家族の甘酒 をプレゼント！

商品お問い合わせ先：西農園株式会社　☎ ０１２０-２８６-２７６　☎ ２９６-２８８２

西農園株式会社の
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域
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洸
希
　
　
郡
下

石
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慎
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将
志
　
　
天
神
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場
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柑
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圭
史
　
　
宮
脇

東
市
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地
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  下
池
　
璃
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祐
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崎

實
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天
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日
吉
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馬
渡
　
善
暉
　
隆
浩
　
日
置
麓

吹
上
地
域

大
牟
田
翔
陽
　
和
宏
　
今
田

有
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未
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伸
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上
中
之
里

東
市
来
地
域

  下
池
　
璃
空
　
祐
二
　
赤
崎

實
﨑
　
天
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翔
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古
市

日
吉
地
域

馬
渡
　
善
暉
　
隆
浩
　
日
置
麓

吹
上
地
域

大
牟
田
翔
陽
　
和
宏
　
今
田

有
馬
　
未
茉
　
伸
哉
　
上
中
之
里

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）
（
自
治
会
）

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

2
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

※

享
年
は
満
年
齢
で
す
。

編

集

た

い

平
成
27
年
か
ら
こ
の
「
広
報
ひ
お
き
」
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。
も
う
４
年
も
前
に
な
り

ま
す
。
こ
の
編
集
た
い
む
を
書
く
の
も
も
う

48
回
目
。
こ
れ
が
私
の
つ
づ
る
最
後
の
編
集

た
い
む
で
す
◆
４
月
の
異
動
で
広
報
を
離
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
何
も
わ
か
ら
ず
、

た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
紙
面
と
向
き
合
い
続
け

た
四
十
八
月
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。「
広

報
の
目
的
は
行
政
課
題
の
解
決
だ
」。
広
報

担
当
と
な
っ
た
時
に
上
司
に
言
わ
れ
た
言
葉

で
す
。
現
在
も
自
治
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
私
の
拙
い
紙
面
が
行
政

と
市
民
と
を
つ
な
ぎ
、
そ
の
課
題
の
解
決
に

向
け
て
少
し
は
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た

で
し
ょ
う
か
◆
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
活
躍
し

て
い
る
方
の
、
そ
の
人
生
を
つ
づ
る
コ
ー

ナ
ー
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」。
私
の
好
き
な
コ
ー
ナ
ー

の
１
つ
で
す
。
も
し
私
の
人
生
が
こ
の
Ｌ
ｉ

ｆ
ｅ
に
書
き
つ
づ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら

ば
、
こ
の
広
報
と
し
て
の
４
年
間
は
、
人
生

の
大
き
な
転
機
と
し
て
間
違
い
な
く
描
か
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会

い
ま
し
た
。
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

か
け
が
え
の
な
い
こ
の
４
年
間
を
私
は
い
つ

ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
◆
初
め

て
編
集
た
い
む
の
原
稿
に
向
か
っ
た
時
、
そ

こ
に
つ
づ
っ
た
言
葉
は
「
創
」
の
一
文
字
で

し
た
。
空
白
の
ペ
ー
ジ
に
自
ら
記
事
を
創
り

出
す
。
ま
さ
に
「
創
」
に
没
頭
し
た
４
年
間

で
あ
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後

に
、
自
ら
を
大
き
く
成
長
さ
せ
た
こ
の
４
年

の
日
々
を
、
月
並
み
で
す
が
「
感
謝
」
の
２

文
字
で
締
め
さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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む

（
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人
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享
年
）（
自
治
会
）

（
故
人
）
　
　
　
　  （
享
年
）（
自
治
会
）

（
故
人
）
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享
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）（
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（
故
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享
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な
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り

あ
か
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ゆ
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ま

こ
う
だ
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ま
な
と

か
ん
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り

く

て
ん
ゆ
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し
ょ
う
や

よ
し
き

み

ま

窓の

市
民
の
窓
は
希
望
し
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

髙

「南薩線の記憶」今月の
表紙

昭和59年３月17日、南薩線を「さよ
なら列車」が走りました。その最終
運行が行われてからちょうど35年目
に行われた展示イベントには、南薩
線を懐かしむ多くの方が訪れていま
した。なかには出征する父を駅で見
送った思い出を話す方も。在りし日
の南薩線の記憶は、今も多くの方
の胸に残っています。

（３月17日　ふきあげ図書館）
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① 話題の内容に○をお願いします。　　　　１.今月のお題　　　　　２.フリートーク

③ アンケート：好きな記事を２つ○でお選びください。

プレゼント応募締切：平成31年４月22日(月)※当日消印有効
キリトリ線
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② ①で選択した内容をお書きください。フリートークでは、広報紙を読んだ感想、今後取り上げて
ほしい記事から皆さんの周りであった身近な出来事や話題まで、何でも好きなことをお書きください。
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皆さんの声
待っています。
読者の皆さんの生の声をお
届けする掲示板です。

「今月のお題」から「フリー
トーク」まで、皆さんの生
の声を何でもお待ちしてい
ます。
※個人情報の取り扱い
 ・ご記入いただいた個人情報は、お便

りのご紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

※文書の添削
 ・掲載する文書は、添削させていただ

く場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

✂

◎市の人口（住民基本台帳）

◎地域別人口

総人口／
男　性／
女　性／
世帯数／

48,583人（－77）
22,965人（－45）
25,618人（－32）
22,541世帯（－56）

11,324人
24,977人

4,723人
7,559人

鹿児島県日置市

市　章

市の面積　253.01㎢

東市来地域
伊集院地域
日 吉 地 域
吹 上 地 域

Readers' voice

◎広報紙に広告を載せませんか？
市民の方への企業紹介と市の財源確保や企業の発展に貢献
するために広報紙有料広告を行っています（最終頁参照）。
希望の企業は、下記の広告代理店までご連絡ください。

過去の広報紙を右のＱＲコードからご覧に
なることができます。携帯でチェック!!

◎広報紙に関するお問い合わせ先 過去の広報紙のＱＲコード設置!!
日置市役所 総務課 秘書広報係 日置市伊集院町郡一丁目100番地
☎099（248）9401　FAX：099（273）3063

■平成31年度 日置市有料広告代理店
渕上印刷株式会社 ☎099（268）1002

３月１日現在（前月比）

◎広報紙を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧
めしています。（年間購読料2,000円）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。総務課秘書広報係までご連絡ください(TEL 248-9401)。

6 今月の
プレゼント!

「家族の甘酒」は麹と天然水のみで仕込んだ自然な甘さの甘酒です。アルコール 0%、砂糖、
酸味料、保存料等の添加物は一切含まれておりません。また、原料の米と水は 100％鹿児
島県産にこだわりました。契約農家さんが大事に育ててくれたお米を甘酒仕込み直前に自
家精米し、新鮮なお米を使用しています。仕込み水には鹿児島県日置市吹上町の高峰山系
の伏流水「HOUMEI」を使用しました。爽やかで上品な甘さの甘酒は、冷やしても温め
てもおいしくお飲みいただけます。鹿児島の自然の恵みを感じていただける甘酒です。

家族の甘酒 をプレゼント！

商品お問い合わせ先：西農園株式会社　☎ ０１２０-２８６-２７６　☎ ２９６-２８８２
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伊
集
院
地
域

加
治
木
月
椛
　
翔
太
　
　
瀬
戸
内

田
中
　
颯
真
　
謙
一
郎
　
中
福
良

橋
口
　
陽
斗
　
鈴
央
　
　
下
神
殿
２
区

原
園
　
明
李
　
繁
樹
　
　
妙
円
寺
３
区

久
保
　
光
　
　
廣
之
進
　
妙
円
寺
７
区

東
　
　
優
磨
　
健
弘
　
　
清
藤

内
山
　
に
な
　
裕
貴
　
　
妙
円
寺
５
区

笹
森
　
滉
大
　
洸
希
　
　
郡
下

石
原
　
慎
和
　
将
志
　
　
天
神
馬
場

川
畑
　
柑
奈
　
圭
史
　
　
宮
脇

東
市
来
地
域

  下
池
　
璃
空
　
祐
二
　
赤
崎

實
﨑
　
天
佑
　
翔
太
　
古
市

日
吉
地
域

馬
渡
　
善
暉
　
隆
浩
　
日
置
麓

吹
上
地
域

大
牟
田
翔
陽
　
和
宏
　
今
田

有
馬
　
未
茉
　
伸
哉
　
上
中
之
里

東
市
来
地
域

  下
池
　
璃
空
　
祐
二
　
赤
崎

實
﨑
　
天
佑
　
翔
太
　
古
市

日
吉
地
域

馬
渡
　
善
暉
　
隆
浩
　
日
置
麓

吹
上
地
域

大
牟
田
翔
陽
　
和
宏
　
今
田

有
馬
　
未
茉
　
伸
哉
　
上
中
之
里

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）
（
自
治
会
）

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

2
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

※

享
年
は
満
年
齢
で
す
。

編

集

た

い

平
成
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。
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。
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髙

「南薩線の記憶」今月の
表紙

昭和59年３月17日、南薩線を「さよ
なら列車」が走りました。その最終
運行が行われてからちょうど35年目
に行われた展示イベントには、南薩
線を懐かしむ多くの方が訪れていま
した。なかには出征する父を駅で見
送った思い出を話す方も。在りし日
の南薩線の記憶は、今も多くの方
の胸に残っています。

（３月17日　ふきあげ図書館）
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